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序

 本書は、財団法人山形県埋蔵文化財センターが発掘調査した、後田遺跡・大道下遺跡の調査

 成果をまとめたものです。

 後田遺跡・大道下遺跡は山形県の北西部に位置する鶴岡市にあります。西は日本海に面し、

 南には月山・湯殿山・羽黒山の出羽山々が連なります。豊かな自然に恵まれた米づくりが中心

 の伝統のある町です。

 この度東北横断自動車道酒田線建設に伴い、工事に先立って後田遺跡・大道下遺跡の発掘調

 査を実施しました。

 調査では、後田遺跡から古墳時代の竪穴住居跡、平安時代から中世の建物跡・井戸跡・溝跡、

 近世以降の溝跡が確認され、土器とともに多量の木製品が出土しました。また、大道下遺跡か

 らは近世以降の溝跡が確認されました。

 近年、高速自動車道やバイパス、農業基盤整備事業など国県等の事業が増加していますが、

 これに伴い事業区域内で発掘調査を必要とする遺跡が増加の傾向にあります。これらの埋蔵文

 化財は、祖先が長い歴史の中で創造し、育んできた貴重な国民的財産といえます。この祖先か

 ら伝えられた文化財を大切に保護するとともに、祖先の足跡を学び、子孫へと伝えていくこと

 が、私たちの重要な責務と考えます。その意味で、本書が文化財保護活動の啓発、普及、学術

 研究、教育活動などの一助となれば幸いです。

 最後になりましたが、調査においてご協力いただいた関係各位に心から感謝申し上げます。

 平成9年10月

 財団法人山形県埋蔵文化財センター

理事長木場清耕



  例言

  1本書は東北横断自動車道酒田線(朝日～酒田問)建設工事に係る「後田遺跡」「大道下遺跡」

  の発掘調査報告書である。今回は第2次調査となる。

  2調査は日本道路公団仙台建設局(現東北支社)鶴岡工事事務所の委託により、財団法人山形

  県埋蔵文化財センターが実施した。

  3調査要項は下記のとおりである。

   遺跡名後田遺跡(ATOUD-II)遺跡番号昭和63年度登録

   所在地山形県鶴岡市大字寺田字後田

   調査主体財団法人山形県埋蔵文化センター

   調査期間平成6年4月1日～平成8年3月31日

   現地調査平成6年5月9日～平成6年9月8日

   調査担当者調査研究課長佐々木洋治(現研究課長)

   主任調査研究員野尻侃(現調査第二課長)

   調査研究員丸山晶子

   嘱託職員青山崇

   遺跡名大道下遺跡(ATOOS-II)遺跡番号昭和63年度登録

   所在地山形県鶴岡市大字寺田字大道下

   調査期間平成6年4月1日～平成8年3月31日

   現地調査平成6年5月9日～平成6年9月8日

   調査担当者調査研究課長佐々木洋治(現研究課長)

   主任調査研究員野尻侃(現調査第二課長)

   調査研究員丸山晶子

   嘱託職員青山崇

   整理担当者調査第二課長佐藤庄一(現調査第一課長)

   主任調査研究員野尻侃(現調査第二課長)

   調査研究員丸山晶子

   調査研究員森谷昌央

   嘱託職員青山崇

   嘱託職員一黒坂広美

  4発掘調査及び本書を作成するにあたり、日本道路公団仙台建設局(現東北支社)鶴岡工事事

  務所、鶴岡市教育委員会、山形県教育庁文化財課、庄内教育事務所の協力を得た。現地調査

  と報告書作成にあたって、市田京子、大坪聖子、川崎利夫、桑原幸則、田代郁夫、千々和

  到、戸川安章、新野一浩、平川南、誉田慶信(五十音順)の各氏からご指導を賜った。ここに

  記して感謝申し上げる。



  5本書の作成・執筆は野尻侃、丸山晶子、青山崇、黒坂広美が担当した。編集は尾形與

  典、丸山晶子、森谷昌央が担当し、全体については佐藤庄一が監修した。

  6委託業務は下記のとおり実施した。.

  遺構の写真実測株式会社シン技術コンサル

  遺構・遺物の理科学的分析株式会社パリノ・サーヴェイ

  7出土遺物、調査記録類については、財団法人山形県埋蔵文化財センターが一括保管してい

  る。

  凡例

  1本書で使用した遺構・遺物の分類記号は下記のとおりである。

   ST…竪穴住居跡SB…掘立柱建物跡SE…井戸跡

   SK…土坑SD…溝跡SP…ピット

   EK…遺構内土坑EP…遺構内ピット

   P……土器W……木製品S……礫

   RP…一括・登録土器RW…一括・登録木製品

  2遺構番号は、現地調査段階での番号をそのまま報告書での番号として踏襲した。

  3報告書執筆の基準は下記のとおりである。

  (1)調査概要図・遺構配置図・遺構実測図中の方位は磁北を示している。

  (2)グリッドの南北軸は後田遺跡がN-1。一W、大道下遺跡がN-6。一Eを測る。

  (3)遺構実測図は1/20・1/40・1/60母/200・1/600の縮図で採録し、各挿図毎にスケール

  た。

  (4)遺物実測図・拓影図・図版は各々同じスケールで採録し、遺物実測図・拓影図に

  ル・及び縮尺値を示した。

  (5)挿図土層断面図中の●印は平面図の遺物を投影したものである己

  (6)笹塔婆の釈文に加えた記号は下記のとおりである。

 欠損文字のうち字数の確認できるもの。

 欠損文字のうち字数が推定できるもの。

 欠損文字のうち字数の数えられないもの。

 執筆者が加えた文字で疑問の残るもの。

  (7)本文中の遺物番号は、遺物実測図・遺物観察表・図版とも共通のものとした。

  (8)出土遺物観察表中の()内の数値は、図上復元による推定値、または残存値を示してい

  る。

  (9)遺構覆土の色調の記載については、1987年版農林水産省農林水産技術会議事務局監修の

  「新版標準土色帖」に拠った。
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 調査に至る経緯

 1調査に至る経緯

 1調査に至る経過

 山形県教育委員会は、昭和63年に日本道路公団より東北横断自動車道(朝日～酒田問)建設に

 伴う分布調査を依頼された。これを受けて行ったA調査(表面踏査)の結果、東西250m、南北200

 mの後田遺跡、東西240m、南北400mの大道下遺跡が確認され新規登録された。

 この段階で、後田遺跡は平安・鎌倉時代の集落跡、大道下遺跡は平安時代の集落跡とされて

 いる。その後、平成元年に県営ほ場整備事業(鶴岡西部地区)の関連で路線内および隣接区域め

 緊急発掘調査が行われ、後田遺跡では柱穴・溝跡・旧河川跡等の遺構を検出し墨書土器、風字

 硯片等の遺物を採取した。また、大道下遺跡では、掘立柱建物跡・土坑・溝跡等が検出された。

 平成2年には、坪掘りやトレンチ掘りによるB調査が行われ、後田遺跡においては、柱穴、

 溝跡、旧河川跡等の遺構を検出し平安時代の須恵器、赤焼土器等を採取している。大道下遺跡

 では、平安時代と中世の柱穴、溝跡等の遺構が検出されている。

 平成5年度には建設工事が具体化し、以上の経過を踏まえて関係機関との協議を重ねた結果、

 建設工事に係る19,500平方mについて、平成6年度に財団法人山形県埋蔵文化財センターが委

 託を受けて記録保存のための緊急発掘調査を実施することになった。

 2調査の方法と経過

 グリッド設定は、後田遺跡では、建設予定道路幅のセンター杭とその幅杭を結んでY軸とし

 これに直交する線をX軸とした。これを起点として5m四方のグリッドを設定した。大道下遺

 跡でも、同様にグリッドを設定した。

 調査面積は後田遺跡で14,500平方m、大道下遺跡は5,000平方メートルである。なお後田遺跡

 では北側をA区、南側をB区とした。

 後田遺跡と大道下遺跡は、約400mと近接しているため並行して調査を進めた。

 大道下遺跡は、5月16日より遺跡範囲の工事予定部分に重機で南北に5本のトレンチ(1.8m×

 110m1本・1.8m×290m4本)を設定した。遺構の検出作業の結果、遺構・遺物が少ないことが確

 認された。このことから、溝跡・土坑等が集中している30～36-C～Eグリッドまでの約1,800

 平方mを調査対象区とし、精査を行った。6月24日に遺構精査を終了し、完掘状況の平面図(20

 分の1)を作成し、7月1日に終了した。

 後田遺跡は、5月10日から人力によリトレンチ(1m×2m)調査を行った。その後、5月26日

 ～6月16日まで分布調査とトレンチ調査の結果を基に、重機で表土から30～40cm程掘り下げた。

 次に5m×5mのグリッドを設定し、面整理を行った。その結果、竪穴住居跡・掘立柱建物跡・

 井戸跡・土坑・川跡等、古墳時代～近世までの多数の遺構が確認された。A区はB区に比較し

 て遺構が多かったため、やや時間がかかり、8月8日まで調査を行い、その後、B区の調査を

 行った。その間、猛暑が続いたため調査区内の土は堅くしまり、面整理や遺構精査は困難を極

 めた。
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 遺構精査、実測図作成、写真撮影等を並行して実施し、8月9日(A区)、9月7日(B区)に空

 中写真撮影・測量を行った。9月1日に58名の参加を得て、現地説明会を行い、9月8日、両遺

 跡の83日間の調査を終了した。

 表一1後田遺跡・大道下遺跡発掘調査工程表

      月5月6月7月8月9月.

  作業内容

  器材搬入

  トレンチ調査・

  重機械粗堀

  面整理

  遺構検出

 
 

後田.遺跡遺構精査   実測図作成

  写真撮影

  写真実測

  ・現地説明会

  器材撤収

  トレンチ調査

  重機械粗堀

  面整理

  遺構検出

 
 

大道下遺跡遺構精査   実測図作成

  写真撮影

  写真実測

  現地説明会



 遺跡の立地と環境

 II遺跡の立地と環境

 1遺跡の立地

 後田遺跡・大道下遺跡は、鶴岡市街地から南西方約2.5㎞にある大泉地区の鶴岡市大字寺田字
ほ

 大道下、同後田にあり、庄内平野の南西端に位置する。この地区は、東方を北流する赤川と母
かりきんぼうおおとがわおおやまがわゆじりがわちやすがわ

 狩・金峯山地西斜面から流下する大戸川、大山川、・湯尻川、千安川等によって形成され、南か

 ら北へ、標高17m前後から12m前後に緩やかに傾斜する沖積地である。

 地形は、現在は耕地整理で水田となり平坦化されているが、かっては自然堤防・後背湿地・

 扇状地・河間低地で構成され、起伏に富み微高地、池沼、湿地が複雑に入り込む景観を呈して

 いたと推定される。本遺跡は、そのなかの標高15～16mを測る微高地の自然堤防上に立地する。
おおいずみ

 近くの山上から眺望すると、まさに「大泉」の地名にふさわしく、水田が湖沼に、集落が島々、

 と化したと思われる風景が眼前に展開する。このような地理的環境は水稲農耕発展の適地であ

 り、古代から開発が進み現在も穀倉地帯といわれる庄内平野の中核的農業地区となっている。

 2歴史的環境

 大泉地区とその周辺には、旧石器時代から中世にかけて各時代の遺跡が数多く分布してい

 る。第1図は、本遺跡年代とかかわる古墳時代から中世の遺跡の分布状況を示したものである。

 まず、本遺跡の西・北方約5㎞以内に助作・契爺A・契籠B・潜尿薪苗・笛苗・1猫ナ苗・箪爵等
ひしづ

 古墳時代の集落跡が続き、それらを見下ろすように山麓に菱津古墳がある。菱津古墳は、庄内
がっきおおひがしちのうちとうこし

 で唯一明かな古墳である。東方には、月記・大東・地ノ内・塔の腰等平安時代から中世の集落

 跡がある。さらに北方約7㎞、庄内の名刹響讐尋がある下川地区には、詰番亀・孟管対等古墳
 時代から中世のまとまった集落跡がある。そして、これらの集落に須恵器・赤焼土器を供給し

 たと思われる荒沢・越響害等平安時代から鎌倉時代の窯跡が、南西を取り囲む金峯・高館山地
 の山麓に点在する。つぎに、南西方約5㎞、古来北陸と庄内を結ぶ田川街道の出入り口で要衝

なのかだい

 の地であった湯田川・田川地区には、多くの城館跡と墳墓、経塚がある。田川館跡、七日台墳

 墓、湯田川経塚等である。平安時代末期から鎌倉時代初頭に奥州藤原氏の家臣田川太郎行文が

 領有したところで、田川館跡は田川氏の居館跡と推定されている。近くの山腹に、源頼朝の部

 将に討たれた彼の墓と伝えられる五輪塔がある。

 さて、後田遺跡の河川跡から笹塔婆・呪符・人形等の祭祀遺物が多数出土した。平成元年度

 発掘調査が行われた隣接の月記遺跡でも、同一と考えられる河川跡から祭祀遺物が数点出土し

 ている。河辺での祭祀後廃棄されたものか、寺院等での祭祀後廃棄され流れてきたものか検討
いのおかせいこう

 を要するが、歴史上の信仰環境を念頭におく必要があろう。南方約1㎞、井岡の和田岡に井岡
じおがじんじゃ

 寺と遠賀神社がある。井岡寺は、大日山と号し真言宗寺院で、平安時代の創建と伝えられ、盛
 時には後田遺跡周辺を寺領とし塔の腰から30有余の堂宇が並ぶ霊地だったという。遠賀神社の

 創建年代は不祥であるが「延喜式」にみえる田川郡三社の「遠賀(オガノ)神社」に比定される古

 社である。また、南西方約2㎞に森山があり、庄内随一のモリ供養の山として新潟・秋田両県

 をも信仰圏として今も賑わいをみせている。
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国土地理院発行
 「鶴岡」「湯野浜」「三瀬」「下名川」を使用

 遺跡位置及び周辺の遺跡(古代～中世)
 1後田2大道下3塔の腰4西谷地5西ノ川6樋渡7越中台8西田面9八幡田10五百刈11駒繋12尾浦城
 13大山棚14金山B15金山A16荒沢17山ロ18菱津古墳19山田20清水新田21矢馳A22矢馳B23助作24中野
 25畑田26図地田27月記28大東29池ノ内30三ヶ水口31鳥居上32天王原33青龍寺34漆原35地蔵堂山36田川館
 胴L一ム舶旧mnl船団d・Am井口肩姑。㎜植

 昭和63年度以降分布調査及び発掘調査が行われた遺跡

 第1図遺跡位置及び周辺の遺跡(1:50,000)





後田遺跡

 III後田遺跡

 1遺跡の概要

 発掘調査前のこの地は圃場整備による区画が整然と組まれていたが、明治26年に作成された

 旧字切図(第3図)によると、当時は現在よりもかなり細かい区画が成されていたことが窺われ

 る。また、A区にあたる部分には東西に走る溝が認められ、これはSD3溝跡に相当するもの

 と考えられる。この溝の他にも大小の溝が交錯して認められるが、現在まで残存していた溝は

 認められない。

 表土から検出面までの深さはA区で50cm、B区で40cmを測る。A区は暗灰黄色微砂の地山の上

 に10cm程の炭化粒を含む包含層が堆積する(第26図)。B区は表土のある部分とない部分があり、

 20cm程の包含層が堆積し、地山には白色の火山灰が粒状に混入する(第19図)。また、遺構の覆土

 は、平安～中世は黒褐色から黄灰色等を基調とするシルトからなり、地山との識別が容易であ

 るが、古墳時代は地山の土に炭化粒が分布するという識別が非常に困難な土である。これは、

 この辺り一帯の古墳時代の遺跡に共通するもので、度重なる河川の氾濫による堆積のためと考

 えられている。

 2遺構と遺物の分布

 遺構は竪穴住居跡1軒・掘立柱建物跡5棟・井戸跡7基・土坑44基・溝跡97条・ピット106基

 1が検出された。その殆どはA区に集中しており、B区は希薄である。A区を概観すると北側に

 SD3が調査区を東西に横断するように検出され、それと平行するように3棟の掘立柱建物跡

 が認められる。また、中央部分には竪穴住居跡・土坑・井戸跡等が集中して検出されている。

 SD3以外の溝跡は幅が狭く浅いものばかりで規則性は認められない。B区は調査区北側に河

 川跡、東側に数条の細い溝跡が認められ、それを切るように無数の溝跡が南東から北西にまた

 は南西から北東に走っている。これらの溝跡には近代のものや暗渠等が含まれる。溝跡が検出

 されない部分にはわずかな数の掘立柱建物跡・井戸跡・土坑等がA区よりも良好な状態で残る。

 それぞれの遺構からの遺物の出土状況は、あまり良好な状態とは言えない。遺構底面からの

 出土が少なく、殆ど堆積土中に含まれるものである。そのため、古代の土器と中世陶磁器が混

 在している遺構が多く一括性に乏しい。しかし、ST1住居跡の床面から土師器が良好な状態

 で検出されたり、SK359土坑のように火山灰が含まれる覆土中に良好な赤焼土器の圷が出土し

 ている例も若干認められる。遺物の分布をグリッド毎に見ると、10～17-63～66と14～17-

 55～66グリッドに多く認められ、ほぼ遺構の密度に比例する。またその中でもSD3溝跡から

 の出土量が全体の約70%を占めている(第4図)。

 調査区東側には「月記遺跡」が隣接しており、平成元年度発掘調査の際に南北に走る溝跡が

 検出されている(第4図)。溝跡の規模や出土遺物がSD3溝跡にほぼ同様であるため、SD3

 につながるものと推定される。
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後田遺跡

 3検出された遺構

 (1)竪穴住居跡

 ST1(第5図)57～58-16グリッドに位置し、北西側を近代の溝に切られる。かろうじて残

 存する東辺は、約3.7mを測り、平面は正方形と推定される。主軸方向はN-25。一Eである。検

 出面から床面までの深さは10cm前後で覆土は自然堆積と考えられる。覆土は2層からなり、炭

 化粒と土師器片を含む。この炭化粒は、周囲にも分布しておりその範囲で土師器が認められる

 が、周囲に同時期と考えられる遺構は検出されなかった。床面はほぼ水平で、貼床を施した痕

 跡はなく、壁は緩やかに立ち上がる。南西側には保存状態の良い土師器の圷・甕・壷等が集中

 して出土した。小ピットが5基検出されたが、深さ5cm程で支柱穴とするには規模が小さい。

 炉跡・貯蔵穴等の施設は認められない。

 北辺はSD31に切られており、ここからは須恵器や珠洲系陶器が出土している。a-a'の断面

 においては確認できなかったため、検出段階で既に底面に達していたと考えられる。ST1南

 西側に僅かに残る溝はSD31の繋がりと考えられる。

 (2)掘立柱建物跡

 SB6(第6図)57～59-10～11グリッドに位置し、SD56・71に切られる。東西3間、南北

 1問の東西棟で、梁行は2.1m、桁行は7.2mを測る。かなり細長い建物のため、住居以外に使用

 されたと考えられる。主軸方向はN-47。一Eである。

 各柱穴は、直径20～50cmの円形または楕円形を呈し、検出面からの深さは10cm前後と浅い。覆

 土は、ほぼオリーブ褐色砂質シルトを基本としており、炭化粒を含む1～3層からなる。遺物

 は、土師器・須恵器・赤焼土器が出土している。柱間は梁行・桁行ともに約2.1mを測る。EP

 214・87間、EP89・88間の柱穴が検出できなかったが、SD56・71に切られたものと推定され

 る。周囲には、SP85・86・213等が認められ、SB6との関連が考えられる。SP85・86はSB

 6の柱穴とほぼ同様であるが、SP213は4層からなり、しっかりと掘り込まれている。

 SB7(第7図)55～57-12～13グリッドに位置する。東西3間、南2間の東西棟であるが、

 規模は梁行4.4m、桁行6.4mを測り、柱穴間はL9～4.3mと一定していない。西辺EP92～93間に

 は柱穴が認められなかった。主軸方向は、N-72。一Wである。EP91と92の間にはSD80が認

 められ、柱穴を確認することができなかった。

 各柱穴は直径15～30cmを測り、ほぼ円形を呈する。検出面からの深さは全て5～10cmと浅く、

 覆土は黄庚色または黒褐色を基調とする砂質シルトの1層からなる。EP91から赤焼土器が出

 土している他は、遺物の出土は認められない。

 周囲からは、SD80・SK81・SP209・210が確認された。SD80とSK81は深さ10cm程で、

 覆土は黒褐色シルトを基本とする。SP209・210は深さ23cmを測り、やや深く掘り込まれてお

 り、黒褐色微砂を基本とする2～3層からなる。
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後田遺跡

 SB8(第8図)62～63-12～13グリッド、SG3のすぐ南側に位置する。東西2問、南北1

 間の東西棟で、梁行3.75m、桁行4.85mを測る。桁行の柱穴問は、L8～2.5mと一定せず東側に比

 較して西側が狭い。主軸方向はN-74。一Wである。各柱穴は直径20～35cmの円形または楕円形

 を呈し、深さは15～40cmとSB6・7に比較して深い。覆土は褐色微砂を基本とする1～3層か

 らなる。遺物の出土は認められない。

 SB9(第8図)63～64-12～13グリッドに位置する。SB8より軸がやや北に傾き、EP112

 ・113がSB8の北東隅に入りこんでいる。梁行は2.1～2.4m、桁行は4.6～4.8mを測り、東西・

 南北共に1間である。主軸方向はN-45。一Wである。

 各柱穴の平面形は直径30～55cmのほぼ円形を呈し、SB8に比較してかなり大きい。深さは

 南側は10cm前後であるが、北側は15～20cmとやや深めである。EP113は112に切られているが、

 柱穴の規模からEP113がSB9の柱穴と考えられる。覆土はオリーブ褐色シルトを基本とする

 1または2層からなり、若干炭化粒を含む。遺物はEP110と111から赤焼土器片が数点出土して

 いる他は認められない。

 SB8とSB9の新旧関係は判然とせず、SD3とほぽ平行するように確認されたことは興

 味深い。

 SB10(第9図)57～59-14～15グリッド、SK群の北側に位置する。東西3間、南北2間の

 東西棟で、東辺の柱穴2基が確認できなかったが、東側の新しい溝に切られたものと考えられ

 る。またEP112はこの溝を跨いで位置する。規模は梁行3.75m、桁行6mを測り、柱穴間の距離

 はL6～3.Omと一定していない。主軸方向はN-52。一Wである。概観すると、SD31・33・64に

 囲まれており、これらの溝が区画溝であった可能性も考えられる。

 各柱穴の直径は15～28cmの円形または楕円形を呈し、深さは5～10cmと小規模である。覆土

 は、EP116～120はオリーブ褐色または黒褐色の砂質シルトの1層からなり、EP121・122は2

 層からなる。EP117には、柱痕の一部と考えられる腐植した木が含まれる。出土遺物は須恵

 器・赤焼土器が大半を占めるが、EP118からのみ珠洲系陶器が出土している。

 周囲には、SP191・196が検出された。直径40cmの円形を呈し、深さは20cm程である。SP196

 から土師器・内黒土器が出土している。

 SB12(第10図)B区の南側、16～18-14グリッドに位置する。B区唯一の掘立柱建物跡であ

 る。東西、南北共に2間で、北辺4.1m、南辺3.6m、東辺3.85m、西辺4.05mのやや台形を呈す

 る。柱穴間の距離は1.5～1.9mと一定していない。主軸方向はN-75。一Wである。EP409と413

 はそれぞれ若干外側に張り出している。

 各柱穴の直径は25～37cmを測り、ほぼ円形を呈する。深さは15～20cmとA区の掘立柱建物跡に

 比較すると深く、暗灰色を基調とするシルトまたは粘土の1～3層からなる。また、柱痕が腐

 植したと考えられる有機物も認められる。EP409と411からは柱痕が確認されている。土器の

 出土は認められないが、A区の掘立柱建物跡に比較すると平面形や柱穴の深さ等が異なるため、

 時期を異にするものと考えられる。
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後田遺跡

 (3)井戸跡

 SE2(第11図)62-17グリッド、SD3のすぐ南側に位置する。掘り方は直径1.7m前後の

 やや歪な円形を呈する。ほぼ中心に井桁が組まれ、井桁内は束西70cm、南北60cmを測る。井桁の

 外側には検出面から40cm程下層に縦板が認められ、添板の役割も果たしていたものと考えられ

 る。側面の状態から、縦板を10cm程打ち込んだ後、井桁を設置したことが窺える。横桟・井筒等

 の施設は、認められない。横板は長さLlm程、幅20cm前後を測り、4～5段に組まれている。縦

 板は長さ60cm、幅15cm程で下部のみ削られている。

 検出面から底面までは85cmほどで、井桁内の①・②層に集中して土器または井戸枠の木材片

 の出土が認められる。①層には赤焼土器の杯が良好な状態で数点出土しており、②層からは墨

 書土器・内黒土器・珠洲系陶器片等が出土している。最底部の涌水層は、砂層からなる。

 SE4(第12図)54-12グリッド、細い溝跡の屈曲部に位置する。掘り方は直径2.1m程のほ

 ぼ円形を呈する。井戸枠は、掘り方に比較して規模が小さく、60cmの方形に縦板が設置されてい

 る。縦板の長さは1.1m、幅は10～15cm程を測り、一辺に5枚程設置されている。60cm程下層から

 は、4cm幅の角材を使用した目違いほぞ組みの横桟が検出された。平面は、土圧からやや北側

 に張り出している。また、南西隅には直径7cmの杭が打ち込まれており、縦板の押さえに設置

 されたものと考えられる。

 検出面からの深さは、1m前後を測り、底面は約1.1mの円形を呈する。井戸枠内の覆土は②

 層は自然堆積、①層は人為堆積と考えられる。遺物は、須恵器片・赤焼土器片・木材片が出土

 した。

 SE27(第13図)59-16グリッド、SE28の西側に位置する。掘り方は一辺1m程の隅丸方形

 を呈する。検出面から30cm程下に直径60cm、高さ60cmの曲物が設置され、若干下がった所に横桟

 が一辺80cmの方形に組まれている。横桟は4cm程の角材で目違いほぞ組みである。検出面から

 の深さは、1m程を測る。曲物上部の堆積状況から、上層にも何らかの形で井戸枠が組まれてい

 たが、廃絶時に抜き取られたことが窺われる。堆積土中には、その残片と思われる板材が数点

 認められる。井戸枠内の①・②層からは、須恵器・赤焼土器片が出土しており、掘り方1層か

 らは須恵器・赤焼土器・中世陶器片が出土している。

 SE28(第13図)59-16グリッド、SE27の東側に位置する。掘り方は一辺0.8m程の隅丸方形

 を呈する。検出面から35cm程下に横桟が一辺60cmの方形に組まれ、そのすぐ下に直径50cm、高さ

 60cmの曲物が設置されている。横桟は、5cm程の角材で目違いほぞ組みである。検出面からの

 深さは、1m程を測る。曲物上部の堆積状況からミSE27同様、上層にも井戸枠が存在したもの

 と考えられる。しかし、SE27と異なり、板材は殆ど認められない。井戸枠内の①層からは赤焼

 土器片、掘り方からは須恵器・赤焼土器・珠洲系陶器・青磁片が出土している。また、③層下

 部には、礫が数点認められた。

 SE27とSE28は掘り方の規模・井戸枠形態・堆積状況・出土遺物等から同時期に設置され、

 同時期に廃絶されたものと考えられる。
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後田遺跡

 SE30(第14図)59-16グリッド、SE27と28の南側に位置する。掘り方は一辺1m前後の歪

 な隅丸方形を呈する。検出面から60cm程下がった所に直径・高さ共に45cmの曲物が設置されて

 いる。掘り方の底面までは1.1mあり、3cm程浮いた状態で曲物が設置されている。また、曲物

 上部の堆積状況から、SE27・28同様、井戸廃絶後に上部の井戸枠が抜き取られたことが窺われ

 る。曲物上層に井戸枠の残片が数点認められることや、④層に有機物・木片が含まれているこ

 とからも窺える。

 枠内覆土の①～③層はオリーブ褐色シルトを基本とし、それぞれ異なる土をブロック状に含

 むことから人為堆積と推定される。ここからは、須恵器・赤焼土器片が出土しており、掘り方

 の1・2層からは土師器・須恵器・赤焼土器・珠洲系陶器片が出土している。また、掘り方外

 最下層は灰色砂からなる涌水層と考えられる。

 横桟は検出されなかったが、SE27・28とほぼ同時期に設置され、廃絶されたものと考えられ

 る。

 SE45(第15図)54-12グリッド、土坑群のほぼ中心に位置する。掘り方は東西1.8m、南北L4

 mの歪な楕円形を呈する。東側は15cm程なだらかに傾斜している。一辺75～80cmの方形に縦板

 が組まれ、縦板の内側には検出面から20cm下がった部分と60cm下がった部分に横桟が二段設置

 されている。また、底面には井筒として曲物が設置されている。

 縦板は、長さ50cm～1m、幅は3～16cmと一定せず、ほぼ2列に組まれていることから、外側の

 縦板は内側の隙間をふさぐ役割を果たしていたものと考えられる。南・北・西側縦板の残存状

 態は良好であるが、東側は土圧により若干外側に押し出されている。横桟は、長さ7～8㎝、

 厚さ3～6cmの角材で目違いほぞ組みである。下部横桟の方が上部に比較して若干厚い。また、

 曲物は直径38cm、高さ30cmを測る。

 枠内の覆土は褐色粘質シルトを基本とし、それぞれ炭化粒を含む。遺物は、井戸枠内・掘り

 方共に土師器・須恵器・内黒土器・赤焼土器・珠洲系陶器が出土している。

 SE313(第14図)31-15グリッド、B区の中央よりやや北側に位置し、B区唯一の井戸跡であ

 る。掘り方は直径1.4m程の不整円形を呈する。井戸枠の底面直径は約60cmを測り、掘り方に比

 べかなり小規模である。やや、中心より北東側に縦板が円形に検出された。22枚出土した縦板

 は、長さ30～90cm、幅10～13cmと一定せず保存状態は悪い。板と板の間にかなり隙間があること

 から、他の板材は廃絶時に抜き取られたものと考えられる。また、東側に比較して、西側は上

 部が土圧によって内側に傾いている。井戸枠のほぼ中心には、縦板より若干短い杭が2本立て

 られていた。井戸廃絶の際の祭祀に関わるものであろうか。他に横桟・井筒などの施設は認め

 られない。検出面からの深さは65cm程で土器の出土は認められない。

 平面形・井戸枠形態・残存状況などから、A区の井戸とは、時期が異なるものと考えられる。

 (4)土坑

 A区から25基、B区から19基検出されたが、A区に比較するとB区の土坑は遺物の保存状態が

 良好である。平面は直径50～248cmの円形または楕円形で、深さは10～62cm程である。A区の
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後田遺跡

 55～57-14～15グリッドには11基の土坑からなる土坑群が検出された。これらは、それぞれ切

 り合っており、時期を変えてつくられたと考えられる。全ての土坑から土師器・須恵器・内黒

 土器・赤焼土器等の遺物が出土しているが、SK47からは中・近世陶磁器片、SK51からは中世

 陶器片が出土している。

 SK61・264・359からは2次堆積ではあるが火山灰が検出され、理化学分析の結果、十和田a

 (915年)と推定された。これらの火山灰は、比較的上層で確認されていることから、遺構は915年

 以前の所産と考えられる。

 SK23(第16図)62-16グリッド、SE2の西隣に位置する。直径1.8m程の不整楕円形を呈

 し、検出面からの深さは、30cmを測る。2層からは木材片、底面からは赤焼土器・黒色土器・笹

 塔婆が出土している。笹塔婆や状態の良い土器が出土していることから、墓墳の可能性が考え

 られる。

 SK68(第19図)56-10グリッド、A区西側壁際に位置する。SD69と若干重複しているが、

 セクションよりSD69の方が新しいことが確認された。SK68は、南北1.9mの楕円形を呈し、検

 出面からの深さは30cmを測る。底面はほぼ水平で、1層からは須恵器・赤焼土器・木材片など多

 数出土している。

 SK76(第17図)62-13グリッド、SD57に切られるように位置する。直径1.2m程の不整円形

 を呈し、束側が若干突出している。検出面からの深さは35cmを測り、SD57精査途中に板材が検

 出された。板材が方形に組まれていることから、井戸跡の可能性が考えられるが、検出面から

 の深さ等を考え合わせると判然としない。板材の他には、須恵器・赤焼土器が出土している。

 SK264(第18図)38-18グリッド、B区の北側、東壁際に位置する。直径1.2mのほぼ円形を

 呈し、丸底に掘られている。検出面からの深さは40cmを測り、覆土には火山灰が多量に含まれる

 ことから、SK61とほぼ同じ時期に堆積したものと推定される。6層からは直径15cm程の曲物

 (腐植が著しく遺物としての実測は不可能)と、8層からは「亨」と書かれた墨書土器が出土し

 ている。

 SK279(第19図)25-18グリッド、B区のほぼ中央部東壁際に位置する。東西1.6mの楕円形

 を呈し、南端を小ピットに切られている。SK279よりも新しいと考えられるSD278がほぼ中央

 を通っている。検出面からの深さは50cmと比較的深く、底面の狭いすり鉢状を呈する。遺物は

 1～3層中に、須恵器・赤焼土器片が多数出土している。

 SK359(第18図)21-11グリッド、B区の中央よりやや南側の西壁際に位置する。今回の調

 査でもっとも保存状態の良い土坑であり、土器も多数出土している。直径2.2mのほぼ円形を呈

 し、検出面からの深さは40cmを測る。底面は、ほぼ水平に掘られている。土師器・赤焼土器・木

 製品が出土している。覆土の上層には火山灰が含まれており、土師器圷が良好な状態で多数出

 土している。
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 (5)柱穴(第20図)

 A区から87基、B区から19基検出され、平面は直径11～49cmの円形または楕円形を呈し、検出

 面からの深さは5～51cmを測る。A区の各SB周囲やB区の中央東側に多数分布している。組み

 合わせることはできなかったが、SP124・129・170・151・222からは杭・板材等が検出されてお

 り、建物跡の存在が推定される。

 SP8460-10グリッド、SB6の北側に位置する。直径30cm程の円形を呈し、深さは18cmを

 測る。底面からは赤焼土器甕の底部が立った状態で出土している。

 SP12460-17グリッド、A区東側壁際に位置する。直径24cmの楕円形を呈し、深さは17cm

 を測る。柱痕と考えられる直径5cm程の丸杭が検出された。

 SP12960-15グリッドに位置し、直径45cmの楕円形を呈す。深さは8cmを測る。幅5cm、

 長さ20cmの板材が南側に倒れるように検出された。

 SP17061-15グリッドに位置し、直径22cmの円形を呈す。深さは10cmを測り、東壁に沿って

 角材が検出された。

 SP15160-16グリッド、SE27の北側に位置する。直径35cmの円形を呈し、深さ30cmを測

 る。幅15cm、長さ35cmの角材が検出された。

 SP22259-17グリッド、SE30の南東側に位置する。直径24cmの楕円形を呈し、深さ20cmを

 測る。底面から木材が数片検出されている。

 SP392・41725-18グリッド、SK279の北側に位置する。SP392はSP417に切られてい

 る。SP392は、直径25cmの円形を呈し、深さ50cmを測る。SP417は、直径30cmの楕円形を呈

 し、深さ30cmを測り、底面が北側に入り込んでいる。

 (6)溝跡

 溝跡は97条検出されたが、かなり新しいものも含まれる。

 SD3(第21図～第26図)62～67-9～17グリッドに位置し、A区北側を南東から北西に横断

 している。本遺跡で最も遺物の出土量の多い遺構である。16～17-63～64グリッドにおいては.

 調査前まで残存していた溝、北東側は2本の暗渠に切られている。また、北岸を新しい溝(SD

 3c)に切られておりさらに検出時は確認することができなかったが、62～64-16～17・65～66-

 11グリッドの断面において別の溝(SD3b)が確認された(第22・25・26図)。尚、最も旧いと考え

 られ、SD3の主体をなすと考えられる溝をSD3aとする。

 調査は、グリッドに沿って4ヶ所のトレンチ(5m幅)を設定し、残りの部分は断面を確認しな

 がら一層ずつ掘り下げた。a・b・c共に、土層断面と底面で確認することとし、同時に掘り下

 げ、北東側8mについては、調査の工程上やむを得ず残すこととした。土層断面より溝の新旧関

 係はa→b→cと確認された。以下、旧い順に概略を述べる。

 SD3aの幅は場所によって多少異なるが10m前後を測り、総延長45m程である。壁は緩やか

 に傾斜し、底面はほぼ水平である。土層断面は、各トレンチの壁8ヶ所で確認した。東壁にお

 いては、基本層序も併せて確認した(第26図)。この結果、覆土は主に黒色または黒褐色シルトを
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 基調とする1～4層からなり、自然に堆積していった様子が確認された。また、レンズ状堆積

 でないことや、砂分が少ないことから流れは緩やかであったと推定される。底面のレベルは

 14.4～14.8mとあまり変化がないため、流れの方向は判然としない。遺物は1・2層には殆ど認

 められず、3・4層に多数含まれている。また、2・3・4層中には細かい骨片が無数に含ま

 れていた。

 SD3bは、幅2.2～2.5m、深さ34～45cmを測る。覆土は黄灰色シルトの1層からなり、その堆

 積状況からSD3aの2・3・4層が堆積した後に掘られたものと考えられる。また65～66-

 11～12グリッドの部分ではSD3bとSD3cがほぼ同じ位置に掘られたことが窺える。

 SD3cは、幅1.5～3.75m、深さ44～85cmを測る。覆土は灰黄褐色シルトを基調とし、それぞ

 れ異なる土が粗いブロック状に入りこんでいることから、人為的に埋められたものと考えられ

 る。堆積状況からSD3aが完全に埋没してから掘られたものと考えられる。14～16-65グリ

 ッドからは、壁に沿って杭や横倒しの大型木材が多数検出された。これは、SD3cに伴うもの

 であり、水のとり入れ口か小規模な橋の痕跡と考えられる。

 遺物は、SD3aからの出土がその殆どを占め、土器・陶磁器・木製品・土製品・石製品・鉄

 製品など多岐にわたり、古墳時代～近世という幅広い時期の遺物が認められる。また、溝跡と

 いうこともあり木製品の出土が目立ち、特に14-63～64グリッドに多く分布している。中でも

 笹塔婆が多数出土していることは、遺跡の性格や周囲の環境を考える上で特筆される。獣骨も

 ある程度のまとまりをもって確認され、13-65グリッドにおいては大型骨片が出土している。

 また、16-63グリッドにおいては、箸状木製品68本が、1mの範囲で腐植した植物にからまるよ

 うに出土している。

 A区のやや東側に位置する平成元年度調査区からも平行に走る2状の溝跡が確認されている

 (第4図)。これは、SD3とは異なり東西に流れているが、出土遺物が似かよっていることか

 ら、SD3と一連の溝と考えられる。このことから、SD3は現在の農道部分で南に屈曲する

 ものと推定される。

 SD271(第27図)B区の北端、36～46-12～18グリッドに位置する。深さ50cm前後と浅く、幅

 は10m程を測る。SD3との関連も考えられるが、溝の形態・覆土共に異なっており、別遺構と

 推定される。遺物の出土は少ないが、上層から良好な須恵器が出土している。これらの遺物が

 溝と時期を同じくするものかどうかは検討を要するところである。また、SD271を切って確認

 されたSD272は、旧字切り図においてもほぼ同じ位置に溝が認められることから、近代の溝と

 考えられる。

 SD278(第19図)B区の東壁から15-24グリッド部分で直角に曲がり、西側に延びる。SD

 272にぶつかる部分までは、総延長40mを測る。検出面からの深さは30～40cmを測り、他の溝に比

 較すると幅は細いが深くしっかりと掘り込まれている。直角に曲がることから、区画溝と考え

 られるが、周囲に建物跡は認められない。また、SD307・308・311・333は、東西25～30mの問平

 行に走っていることから、SD278と何らかの関連があるものと推定される。出土遺物は少なく

 須恵器・赤焼土器・近世陶器片が認められる。

 一17一



    ST1

    1.2.5Y6/1黄灰色粘質シルト炭化粒含む。
    2、2.5Y6/1黄灰色微砂

 第5図STl竪穴住居跡



   EP82

   1.2.5Y4/4オリーブ褐色砂質シルト

   EP83

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト
   炭化粒を若干含む。

   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂
   1層の土を若干含む。

   EP85

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト
   炭化粒若干含む。

   2.2.5Y6/3にぶい黄褐色微砂

 

  EP86

  1.2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト

  炭化粒を少量含む。

   EP87

   1、2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト

   EP88

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト
   明褐色砂を30%程含む。
   炭化粒を多量に含む。

   EP89

   1.2.5Y3/2黒褐色砂質シルト
   炭化粒を多量に含む。

   EP213
   1.2.5Y3/2黒褐色微砂
   2.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   3.2.5Y5/2暗灰黄色微砂
   4.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂

EP214
 L2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
 2.2、5Y5/2暗灰黄色微砂
 3.2.5Y6/2灰黄色微砂

 第6図SB6掘立柱建物跡



   EP209

   1.2.5Y3/2黒褐色微砂
   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト

   EP210

   1.2.5Y3/2黒褐色微砂
   2.2.5Y6/3にぶい黄色微砂
   3.2.5Y5/3黄褐色微砂

   SD80

   1.2.5Y3/1黒褐色シルト
   地山の土を30%程含む。

   SK811日目1"日
   1.2.5Y3/2黒褐色シルト

   炭化粒を若干含む。
   2、2.5Y4/3オリーブ褐色微砂

   炭化粒を若干含む。

 第7図SB7掘立柱建物跡



EP109

   1.2、5Y4/4オリーブ褐色シルト
   炭化粒を若干含む。

EP110

   1.2.5Y4〆3オリーブ褐色シルト
   炭化粒を若干含む。

EP111

   1.2.5Y6/1黄灰色微粒
   炭化粒若干混入。

 EP112・EP113

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト
   炭化粒若干含む。

   2.2.5Y4/2暗灰黄色微砂
EPl12

   ①2.5Y4/3オリーブ褐色砂質シルト
   炭化粒若干含む。

EP99

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   炭化粒を若干含む。

EP100

   1.2.5Y3/2黒褐色微砂
   2.2.5Y3/2黒褐色御砂

   炭化粒を若干含む。
   3.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂

EPlO1

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   地山の土を少量含む。

   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂

EP105

   1.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂
   地山の土をブロック状に含む。

EP106

   1.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂
   地山の土をブロック状に含む。

EP107

   1、2.5Y4/4オリーブ褐色微砂
   炭化粒を若干含む。

 第8図SB8・9掘立柱建物跡



   EP191

   1.2.5Y3/3暗オリーブ褐色微砂
   2、2、5Y4/3オリーブ褐色微砂

   EP196

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   炭化粒を若干含む。

   2.2.5Y5/2暗灰黄色微砂
   炭化粒を若干含む。

 第9図SB10掘立柱建物跡



  1ul目目1日目1口1目1

  EP408

  1、2.5Y4/2暗灰黄色粘土
  腐植した木の粒を少量含む。

   EP409

   1.2.5Y3/2黒褐色シルト
   よくしまっている。

   2.2.5Y4/2暗灰黄色粘質シルト
   腐植した木を含む。(柱痕)

   3.2.5Y4/3オリーブ褐色シルト(掘りかた)

   EP410.

   1、2.5Y4/2暗灰黄色シルト
   腐植した木の粒を少量含む。

   2.2.5Y5/2暗灰黄色シルト
   黄灰色微砂を多量に含む。

   EP411

   1.2.5Y4/2暗灰黄色粘質シルト
   腐植した柱痕含む。

   2.2.5Y4〆1黄灰色粘土

   EP412

   1.2.5Y4/2暗灰黄色粘土
   腐植した木粒を少量含む。

   2.2.5Y5/2暗灰黄色シルト
   地山の土を多量に含む。

   EP413

   1.2.5Y5/2暗灰黄色粘質微砂
   腐植した木粒を少量含む。

   P414

   1.2.5Y4/2暗灰黄色粘土
   腐植した木粒を少量含む。

   EP415

   1.2.5Y4/2暗灰黄色粘土
   腐植した木粒を少量含む。

  第10図SB12掘立柱建物跡



SE2

    井戸枠内覆土
    ①2.5Y4〆1黄灰色粘質シルト

    炭化粒若干、土器片、木材片を多量に含む。
    ②2.5Y5/1黄灰色枯質シルト

    炭化粒少量、土器片を含む。
    ③5BG5/1青灰色粗砂

    井戸掘り方内覆土
    F12.5Y4/3オリーブ褐色シルト
    F210Y4/1灰色粘質微砂

    黒褐色シルトを20%程、炭化粒を少量含む。
    F32.5GY5/1オリーブ灰色粗砂

   井戸掘り方外覆土
   1.2.5Y4/1黄灰色微砂
   2.2.5Y4/6オリーブ褐色細砂
   3.10Y4/1灰色微砂
   4.10YR4/6褐色砂
   5.N4/灰色砂

  第11図SE2井戸跡



    SE4

    井戸枠内覆土
    ①10YR6/6明黄褐色粘質シルト

    暗青灰色シルトをブロック状に含む。
    ②10YR6/6明黄褐色砂質シルト

    暗青灰色粗砂を含む。
    ①層よりやや濁りあり。

   井戸掘り方内覆土
   F12.5GY4/1暗オリーブ灰色シルト炭化粒を含む。
   F22.5GY7/1暗オリーブ灰色粘質シルト

   炭化粒を含む。

  井戸掘り方外覆土
  1.2.5GY6/1オリーブ灰色シルト
  2.2.5GY5/1オリーブ灰色シルト
  3.2.5GY6/1オリーブ灰色砂

  第12図SE4井戸跡



  SE27

  井戸枠内覆土
  ①2.5Y3/1黒褐色粘質シルト

  青灰色砂質シルトをブロック状に含む。
  ②2.5GY5/1オリーブ灰色砂質シルト

  黒褐色粘質シルトをブロック状に多量に含む。
  ③2.5GY4/1暗オリーブ灰色粘質シルト

  炭化粒を含む。
  ④2.5GY5/1オリーブ灰色細砂

  黒褐色粘質シルトをブロック状に含む。

  井戸掘1)方内覆土
  F12.5GY5/1オリーブ灰色砂質シルト

  黒色粘質シルトをブロック状に含む。
  F22.5GY5/1オリーブ灰色粘質シルト

  黒色粘質シルトをブロック状に含む。
  F32.5GY4/1暗オリーブ灰色砂

    SE28

    井戸枠内覆土
    ①2.5Y3/1黒褐色粘質シルト

    青灰色砂質シルトをブロック状に含む。
    ②10YR6/6明黄褐色砂質シルト

    黒色シルトをブロック状に含む。
    ③10YR4/2灰黄褐色枯質シルト

    青灰色砂質シルトをブロック状に含む。
    炭化粒を含む。

    ④10YR6/6明黄褐色粘質シルト
    青灰色砂質シルトをブロック状に少量含む。
    炭化粒を含む。

    ⑤2.5GY5/1リーブ灰色シルト
    褐色粘質シルトをブロック状に含む。

    井戸掘リ方内覆土
    F110YR6/6明黄褐色砂質シルト

    黒色粘質シルトをブロック状に含む。
    F22、5Y3/1黒褐色粘質シルト

    青灰色砂質シルトをブロック状に含む。
    F32.5GY5/1オリーブ灰色砂

    明黄褐色粘質シルトをブロック状に若干含む。

  第13図SE27・28井戸跡



    SE313

    井戸枠内覆土
    ①2.5Y5/3黄褐色粘土・黄灰色微砂を若干含む。
    ②2.5Y5/2暗灰黄色粘土
    ③2.5GY5/1オリーブ灰色微砂

    明褐色砂を30%程含む。
    ④10Y511灰色微砂やや粘性がある。
    ※①、②層は、酸化した木根を多量に含む。

    井戸掘り方内覆土

    F12、5Y4/2暗灰黄色粘土炭化粒を若干含む。
    F22.5Y4/3オリーブ褐色粘質微砂
    F32.5Y5/1黄灰色細砂F5の土を30%程含む。
    F45Y5/3灰オリーブ色微砂
    F57.5Y4/2灰オリーブ色粘質微砂
    ※F1～F3は、酸化した木根を多量に含む。

  SE30

  井戸枠内覆土
  ①2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト

  青灰色砂質シルト粒(小)をブロック状に含む。
  炭化粒を含む

  ②2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト
  青灰色砂質シルト粒(大}をブロック状に含む。

  ③2.5GY5/1オリーブ灰色砂質シルト
  黒褐色粘質シルト粒(小〉をブロック状に含む。

  ④2.5Y3/1黒褐色粘質シルト
  有機物、木片を含む。

  井戸掘り方内覆土
  F12.5GY7/1明オリーブ灰色砂質シルト

  炭化粒を含む。
  F22.5GY3/1暗オリーブ灰色砂質粘土

  炭化粒、有機質粒子を含む。

  井戸掘り方外覆土
  L2.5Y6/6明黄褐色シルト
  2.2.5Y6/6明黄褐色砂質粘土
  3.2.5GY5/1オリーブ灰色シルト
  4.2.5GY5/1オリーブ灰色砂

  第14図SE30・313井戸跡



    SE45

    井戸枠内覆土

    ①2.5Y3/1黒褐色枯質シルト炭化粒を含む。
    ②2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト

    明褐色砂質シルトをブロック状に含む。
    炭化粒を含む。

    ③2.5Y3/3暗オり一ブ褐色粘質シルト
    明褐色砂質シルト・炭化粒を含む。

    ④2.5Y3/1黒褐色粘質シルト
    炭化物をブロック状に多量に含む。

    ⑤2.5GY4/1暗オリーブ灰色砂質シルト
    ④層の土を含む。

    井戸掘1)方内覆土
    F110YR6/6明黄褐色砂質シルト

    明黄褐色粘質シルトをブロック状に含む。
    F22.5Y3/1黒褐色粘質シルト炭化粒を含む。
    F32.5Y2/1黒色シルト(炭化層)
    F410YR6/6明黄褐色砂質シルト

    暗オリーブ褐色枯質シルトをブロック状に含む。
    F52.5Y3/1黒褐色粘質シルト炭化粒を多量に含む。
    F610YR6/6明黄褐色砂質シルト

    炭化粒を痔干含む。
    F72.5Y5/1黄灰色砂
    F82.5Y5/1黄灰色砂黒色枯質シルトを含む。

  第15図SE45井戸跡



   SK23

   1.2.5Y3/2黒褐色シルト
   炭化粒若干、2層の土を10%程含む。

   2.2.5Y5/2暗灰黄色粘質シルト
   炭化粒を少量含む。腐植木根が帯状に混入。

   3.2.5Y4/3オリーブ褐色シルト
   炭化粒若干、土器片含む。

   SK42

   1.2.5Y3/2黒褐色粘質シルト
   明褐色砂質シルト粒、炭化粒を含む。

   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト
   明褐色砂質シルトをブロック状に含む。

   3.2.5Y5/3黄褐色砂質シルト
   暗褐色砂質シルトをブロック状に含む。

   SK47

   1.2、5Y5/3黄褐色砂質シルト
   黒色シルト、暗褐色粘質シルトをブロック状に含む。

   2.2.5Y5/3黄褐色粘質シルト
   有機物が帯状に混入。

   3.2.5Y5/3黄褐色砂質シルト
   黒色シルト、炭化粒を含む。

   SK49

   1.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト
   炭化粒を含む。

   2、2、5Y3/2黒褐色粘質シルト
   明褐色砂質シルト粒を含む。

   3.2.5Y2/1黒色粘質シルト
   炭化粒を含む。

    SK48

    ①2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト
    明褐色砂質シルトをブロック状に含む。

  第16図SK23・41・47・48・49土坑



   SK50

   1.2.5Y5〆3黄褐色粘質シルト
   明褐色砂質シルトをブロック状に含む。

   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト
   明褐色砂質シルトをブロック状に含む。

   3.2.5Y3/1黒褐色粘質シルト
   炭化粒を含む。

   SK51

   1.2.5Y5/3黄褐色砂質シルト
   明褐色粘質シルト粒をブロック状に含む。

   2.2.5Y2/1黒色シルト(有機物炭化層)
   3.2.5Y3/1黒褐色粘質シルト

   炭化粒含む。1

   SK52

   1.2.5Y3/3暗オリーブ褐色シルト
   明褐色砂質シルト粒をブロック状に含む。

   2.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質シルト
   炭化粒を多量に含む。

   3.2.5Y3/2黒褐色粘質シルト
   炭化粒を含む。

   SK61

   1、2.5Y3/1黒褐色シルト
   火山灰を少量含む。全体的に炭化している。

   2.2.5Y4/1黄灰色粘質シルト
   炭化粒を少量含む。

    SD57

    ①10YR4/1褐灰色シルト炭化粒若干含む。

    SK76

    1.10YR4/1褐灰色シルト炭化粒を若干含む。
    2、10YR5/2灰黄褐色微砂

  第17図SK50・51・52・61・76土坑



   SK264

   1.2.5Y2/1黒色微砂殆ど炭化している。
   2、2.5Y4/2暗灰黄色微砂炭化粒を含む。

   火山灰が帯状に混入。
   3.2.5Y4/2暗灰黄色微砂炭化粒を含む。

   火山灰を20%程含む。
   4.2.5Y5/2暗灰黄色粘土炭化粒を含む。

   火山灰を10%程含む。
   5.2.5Y5/3黄褐色微砂3層の土を若干含む。
   6.2.5Y5/3黄褐色シルト
   7.2.5Y5/3黄褐色粘土火山灰が粒状に混入。
   8.2.5Y4/2暗灰黄色粘質微砂火山灰が粒状に混入。

   SK345

   1.2.5Y5/2暗灰黄色微砂
   炭化した土を多量に含む。

   2.2.5Y4/2暗灰黄色微砂
   3.2.5Y5/3黄褐色微砂
   ※全ての層に火山灰を含む

   EP358

   1、2.5Y4/2暗灰黄色シルト炭化粒を含む。
   2.2.5Y4/2暗灰黄色シルト
   3.2.5Y3/2灰黄色微砂
   4.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質微砂

    EP359

    1.2.5Y4/2暗灰黄色シルト黒色土を少量含む。
    2.2.5Y5/3黄褐色微砂
    3.2.5Y3/2黒褐色シルト
    4.2.5Y4/2黒褐色粘質シルト炭化粒を若干含む。
    5.2.5Y5/2暗灰黄色粘土褐色砂を少量含む。
    ※1～4層に火山灰を含む。

  第18図SK264・345・358・359土坑



   SK279

   1.2.5Y4/2暗灰黄色シルト
   炭化粒を若干含む。

   2.2.5Y2/1黒色シルト
   3、2.5Y4〆3オリーブ褐色シルト

   2層の土を少量含む。
   4.2.5Y4/3オリーブ褐色粘土
   5.2、5Y5/2暗灰黄色粘土

   SD278

   ①2.5Y5/1黄灰色微砂
   ②5、2Y3/1黒褐色シルト

  基本層序(B区)
  1.2、5Y4/3オリーブ褐色シルト(表土)
  II.2.5Y4/2暗灰黄色シルト(包含層)

  よくしまっている。炭化粒を若干含む。
  lll.2.5Y5/2暗灰黄色微砂(地山)

  灰黄色細砂を20%程、火山灰を若干含む。
  やや粘性がある。

  SD278

  ①2.5Y5/1黄灰色微砂
  ②5.2Y3/1黒褐色シルト
  ③2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質微砂

    SK68

    1.2.5Y3/1黒褐色シルト炭化粒、2層の土を20%程含む。
    2.2.5Y5/1黄灰色シルト
    ※1、2層共に、腐植した木を帯状に含む。

    SD69

    1.2.5Y4/2暗灰黄色微砂炭化粒を少量含む。
    2.2.5Y3/2黒褐色シルト腐植した木を多量に含む。
    3.2.5Y5/2暗灰黄色微砂

   第19図SK68・279土坑SD69・278溝跡



   EP84

   1.2.5Y4/4オリーブ褐色砂質シルト

   EP124

   1.2.5Y3/2黒褐色微砂

   EP129

   1.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   炭化粒を少量含む。

   2.2.5Y4/3オリーブ褐色微砂
   地山の土を50%程含む。

   EP170

   1.2.5Y3/2黒褐色シルト

   EP151

   1.2.5Y5/3一黄褐色微砂

   EP222

   1.2.5Y5〆3黄褐色微砂
   炭化粒若干含む。

  EP392

  L2.5Y3/2黒褐色シルト炭化した土を多く含む。
  2.2、5Y4/2暗灰黄色シルト地山の土を50%含む。
  ①2.5Y4∠3オリーブ褐色粘質シルト

  炭化粒を若干含む。
  ②10YR4/6褐色微砂木が酸化したものと考えられる。

  第20図SP84・124・129・170・151・222・392ピット



  A区基本層序
  110YR4/2灰黄褐色シルト(表土)
  l110YR5/2灰黄褐色シルト
  "17、5Y4/1灰色シルト(包含層)

  炭化粒を若干含む。

  SD3a

  1.10YR3/2黒褐色粘質シルト
  炭化粒、黄灰色細砂を少量含む。
  よくしまっている。

  2.10YR3/1黒褐色粘質シルト
  炭化粒を少量、腐植した木
  黄灰色細砂を含む。

  3.10YR2/1黒色シルト質粘土
  黄灰色粘質シルトをブロック状に10%程含む。
  炭化粒を若干、褐色砂を少量含む。

  4.10YR2/1黒色粘土
  黄灰色粘質シルトをブロック状に5%程含む。

  5.10Y4/1灰色細砂
  黒色砂を30%程含む。

  6、10Y4/1灰色細砂

  SD3b

  (1)7.5Y4/1灰色シルト
  黄灰色シルトをブロック状に含む。

  SD3c

  ①2.5Y6/4にぶい黄色細砂
  ①層の土をブロック状に少量含む。

  ②10YR5/2灰黄褐色シルト
  褐色シルト、黒色シルト質粘土
  灰色細砂をブロック状に含む。

  ③10YR5/2灰黄褐色シルト
  褐色シルトをブロック状に含む。

  第21図SD3溝跡全体図
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 4出土した遺物

 調査区内から整理箱数にして約51箱の遺物が出土した。その内、土器・陶磁器類が24箱、小型

 木製品が21箱で、木製品の占める割合が他遺跡よりも大きいことが特徴と言える。

 土器・陶磁器は総点数20,337点を数え、赤焼土器が大多数を占め、古墳時代の土師器から近世

 の陶磁器まで時代の幅が広い。以下、種別・時代毎に分類しそれぞれについて述べる。

 (1)古墳時代の土器(第28図)

 出土遺物の約3%を占め、土師器のみの出土である。ST1以外では、SD3への流れ込み

 やグリッドからの出土が多い。これは、周辺に古墳時代の遺跡が存在することを窺わせる。S

 T1からはほぼ完形のものも認められるが、粗砂混じりの胎土で器厚が薄いという特徴を持つ

 ため、器種の判るものは非常に少ない。少しずつ形態の異なる杯・甕が殆どであるが、直口壷

 の出土が注目される。

 杯は、1・2・8・9・11の5点を取り上げる。1は体部がやや内湾し、口縁がつまみ上げら

 れて若干開く。底部は丸底風を呈する。調整は、内外面ともミガキの痕跡を若干残し、口縁部

 外面は細かいヨコナデが施される。外面半分と内面の大部分が炭化しているため、内黒であっ

 た可能性が高い。2はほぼ平らな底部から真っ直ぐに立ち上がり、内側に僅かに稜を持って外

 反する。調整は内外面ともに細かいミガキ、外面底部はケズリが施される。内黒で他の杯類よ
 り厚さがありどっしりとした印象を受ける。8・9はほぼ同一形態と考えられ、丸底から体部

 が若干内湾し、目縁は大きく外反する。内外面ともに丁寧なミガキが施される。外面はかなり

 炭化しているが、内面は口縁部が若干炭化しているだけである。11は内湾して立ち上がり、目

 縁を若干つまみ上げておさめる。碗状を呈し、底部は丸底と推定される。内外面ともにミガキ

 が施される。

 甕は、4～7・10・12・13の7点を取り上げる。4・12は目縁が「く」字状に屈曲し、つまみ

 上げておさめられる。ほぼ体部中央を最大径とし、平底を呈する。内外面ともにハケメを施し、

 内面上部にはヘラナデ、口縁部にはヨコナデが施される。4は外面体部、12は内外面ともに黒く

 焼けている。5は4・12よりもさらに鋭く口縁が屈曲する。やや器高が短く球形を呈する。外面

 はハケメ、体部上部から口縁にかけてヨコナデが施され、内面はヘラナデが施される。6は他

 のものよりかなり小型で、口縁をやや外側につまみ上げ、体部はほとんど膨らまない。調整は

 外面体部に長いハケメ、内面にはヘラナデ、口縁部にはヨコナデが施される。7・10は口縁を若

 干外傾させながらっまみ上げられる。体部は4・12ほど膨らまずおさまるものと推定される。

 調整は外面にハケメ、内面にヘラナデ、口縁部はヨコナデが施される。7の口縁部内面のみ粗

 いハケメが認められる。上記のものより作り・調整ともに粗雑化されている様子が窺える。13

 は目縁部分のみであるが、他の甕より口径が大きく、大型のものになるものと推定される。細

 かいヨコナデが施される。

 3は直口壷の目縁部分と推定される。あまり開かずにゆるく外傾して立ち上がる。わずかに

 ミガキの痕跡を残す。表面がかなり赤いため朱塗りが施されたと考えられる。
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 以上の様相から漆町遺跡編年の13～14期に並行し、後田遺跡の北西に位置する清水新田遺跡

 とほぼ同時期の遺物と考えられる(11)(13)。

 (2)平安時代の土器(第29図～第36図)

 遺物の中で一番多く出土しており、種別としては須恵器・赤焼土器・内黒土器・黒色土器・

 灰釉陶器が認められる。

 須恵器は全体の約14%を占める。器種は甕・壷の破片が殆どで、蓋・杯類は少量である。杯は

 少量ながら2形態に分類することができる。口径に比して底径が大きく体部があまり立ち上が

 らず底部を回転へら切りによって切り離しているもの(25・108・110・111・112)と、口径が大き

 く底部を回転糸切りによって切り離しているもの(42・43)が認められる。

 蓋は、中央が山形に盛り上がるもの(92)とあまり盛り上がらず法量の少ないもの(33・95)に分

 けられる。78は擬宝珠形のつまみが付いており、残存する器厚からかなり大型のものになると

 推定される。

 赤焼土器は全体の約80%を占める。破片はかなり小さく磨滅しているため器種を推定するこ

 とは難しいが、概ね煮炊具の破片と推定され、供膳具は少量であると考えれる。しかし、完形

 品は杯類に限られる。

 杯は須恵器杯に比べ多数出土しており形態も様々である。最初に底部をへら切りで切離すも

 のと回転糸切りで切り離すものに大きく分けられる。前者は体部が若干内湾ぎみに立ち上がり、

 ロクロ痕を明瞭に残す。胎土は小石を少量を含み、表面は橙色に焼成されている(18・19)。これ

 は、西谷地遺跡出土「酸化炎土器」の系譜を引くものと推定される。糸切りのものには、体部

 が直線的に立ち上がるものと、内湾気味に立ち上がるものが認められ、前者に比し後者は法量

 の大きいものが目立つ。これらには底部及び体部に墨書されたものが7点出土している。「貞」

 が2点(14・105)、「亨」(64)「野」(106)がそれぞれ1点ずつで、その他のものは墨書部分が欠損

 していて判読できない(28・107)。

 皿の形態を示すものはSK359から2点(74・75)、SD3から1点(103)ほぼ完全な形で出土し

 ている。103は、高台付皿で胎土が粗く、重量があり他のものとは明らかに異なった様相を呈す

 る。

 土師器と黒色土器は全体の約1%程の出土である。土師器は69等の甕の破片が認められる他

 は、内黒土器がその殆どを占める。20はわずかに高台が付く。45と58は、内面を丁寧にみがいて

 おり、体部が内湾し、45はその後口縁がつまみ上げられている。58の体部には「大」と逆位に墨

 書されている。また、97と36は黒色土器で、97には内面に細かいミガキが施されている。84は

 唯一の灰釉陶器で、三日月高台部分であるが、器種は判然としない。

 SD271の土器組成(第36図110～112・115)

 全て上層からの出土であるが、他遺構出土の土器より古い様相を呈すると考えられるため取

 り上げることとする。110～112は全て底部切り離しを回転へら切りで行っており、口径に比し

 底径が大きく体部はあまり立ち上がらない。110は111や112に比べ底部と体部の区別がはっきり
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 している。また、115は鰹の煮汁等の調味料を入れたと考えられ、所謂壷Gと分類されているも

 のである。体部から底部にかけて残存しており、上部には長い頚部がつくものと推定される。
 内面には黒褐色の染みのようなものが付着している。これらの遺物は8世紀第4四半期から9
 世紀初頭の所産と考えられる。

 平成元年度の月記遺跡の立会い調査において、旧河川跡8層中よりSD271と同じような杯
 類が出土している。この河川跡は後田遺跡の東側に位置し、SD271と一連の遺構である可能性
 が高い。

 SK359の土器組成(第33図70～77)

 赤焼土器の圷が5点、皿が2点、甕の体部が1点出土している。殆どが上層からの出土では

 あるが、土がある程度堆積した後、火山灰の堆積と共に一一括廃棄された可能性が考えられる。
 杯と皿の底部切離しは全て回転糸切りを行っており、70と76は底径が小さく、体部が内湾しな
 がら立ち上がる。71～73は体部が直線的に立ち上がるが、71と72は若干内湾ぎみである。74・75

 施粕陶器模倣タイプで底部を厚くつくり、体部を大きく開く。ロクロ痕を明瞭に残し、75は口
 縁部をつまんで丸く仕上げている。77はロクロ痕を明瞭に残し、内側にはハケメが数状認められ

 る。これらの遺物を十和田aの降灰時期に廃棄されたものとすると10世紀前半に相当すると考え
 られる。

 (3)中世の陶磁器(第37図～第40図)

 珠洲系陶器・青磁・かわらけが認められるが、これらを合計しても全体の約1%の出土であ

 る。しかし、珠洲系陶器は、赤焼土器片などに比して破片が大きく残りが良い。出土遺構はS

 D3が約5割を占め、その他土坑・井戸跡・溝跡・柱穴等広範囲に少量ずつ分布している。多
 量の須恵器・赤焼土器片の中に数点の珠洲系陶器が含まれる遺構が多い。

 珠洲系陶器は、中世陶磁器中約90%を占める。壷・甕類と擂鉢が認められるが、壷・甕類は殆
 どが体部片で器種を特定することができないものばかりである。概観すると、L5㎜程の細い叩

 きが規則正しく施されているもの(133・135・138)と、3mm程の粗い叩きが小さい単位で何度も
 施されているものに分類できる。前者は後者に比べ硬質で胎土が粗く黒色砂・小石混じりであ

 る。後者には叩きが指等で若干擦り消された痕が残るもの(121・122・147・149)が認められる。
 内面は、径2～3cm程の丸あて痕が認められる。また、スタンプを使用したと思われる直径2
 cm程の円形紋があるものや(123)、鉢形と胴部の接続部分と考えられる体部(156)も認められる。
 117は「く」の字状に屈曲する甕の口縁部分で、屈曲する直前まで口縁に平行する叩きが施され

 ている。135や147も頚部下部と推定され、現存する傾きから甕の一一部と考えられる。

 擂鉢は目縁と底部の出土が多い。口縁形態は端面を平直に仕上げるもの(125・136)、外端をわ
 ずかに引き出したもの(134・150・155)、内外が水平で平直に仕上げるもの(158)、端面中央をや
 や窪ませたもの(151)が認められる。卸目は5条前後を一単位とするもの、10条前後を一単位と
 するものが認められ、前者はそれぞれの溝の間隔の広いもの(150・155・158)や一単位が7㎜と
 細いもの(134)に分けられる。口縁部・体部は卸目と卸目の間隔が開いているが、底部は殆ど密
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 に施されている。また、体部から底部にかけて製作時に付いたと推定される指頭痕を残すもの

 もある。(157)底部は全て静止糸切りを行っている。胎土は、若干砂の混入した灰色を呈するも

 のが殆どであるが、118・134・151は、軟質で灰褐色を呈する。

 以上の様相から、吉岡康暢氏の珠洲陶器編年に対比させると、13～IV期に相当する遺物であ

 ると考えられる(23)。

 青磁は井戸跡・土坑・河川跡内からの出土である(127～129・146・152・153)。127は、SG3F

 4から出土した香炉の蓋と考える。重ね焼きの痕跡があり、表面に貫入が施される。時期は太

 宰府編年圷lll-2または3の14世紀前半に比定される。128はSD3F3から出土した碗であ

 る。乳白色の施粕で、口唇部が外反する。129・153は蓮弁を施す碗である。129はSD3F4、153

 はSD335からの出土で、両者とも鏑蓮弁である。146はSE28からの出土である。施文は線刻

 による蓮弁文が施され、先端部は不明だが、弁の幅が狭くなり、単位文となり線が直線的とな

 る。内面見込みに稜線が入る。粕調は明緑灰色を呈する。時期は12世紀末から13世紀初と考え

 る。152はSK47出土の龍泉窯の青磁碗である。内面に片切り彫りによる画花文が施され、内

 面を方形に区画し、器形は高台部からやや内碗しながら立ち上がる。見込みに稜線が入る。時

 期は太宰府編年1-4、12世紀末から13世紀初頭に比定される(26)。

 この他に瀬戸、美濃系の卸皿がある(142)。SD3からの出土で、内面に6～9㎜の間隔と3mmの

 間隔で格子状に引き刻まれた線が認められる。

 かわらけは全て小片でSD3の下層から出土した。図上復元可能な2点(130・131)を図示し

 た。やや大きさが異なるが、2点共に指頭痕が認められる。青磁片とほぼ時期を同じくするも

 のと推定される。

 (4)近世陶磁器(第41図)

 SD3河川跡からは多数の近世に比定される陶磁器が出土した。その中で特徴が示される磁

 器を図示した。磁器は肥前磁器とされる染付中皿(161～164)や猪口(170)の器種である。皿は、

 表面を唐草つなぎ文とし、内面を丸窓区画した161、松竹梅文の162・163・164である。見込みに

 は、五弁花のコンニャク印版が施された163・164、花弁文となる161・162である。163の外面底部

 には渦福文が描かれる。時期は18世紀前半と考える。170は、薄手酒圷である。内面には「卵殻

 手」江戸絵付けが描いたもので、口唇が口紅となる。外面は遠山が描かれている。時期は18世紀

 後半と考える。、グリッド包含層からの出土である。

 陶器には唐津系の小皿(171・172)と鉢(165・173)を図示した。165は三島手唐津の鉢である。173

 は刷毛目文様の鉢である。皿は、内外面に灰釉が掛けられ、重焼き痕が明瞭に観察できる。時

 期は、18世紀前半と考える。そのほかの陶器では、在地の大寳寺焼と呼称される鉢(168)と湯透

 し鉢(169)が出土した。169の底部には径5mmの穴が内部から穿たれている。166は在地窯の灯明

 皿である。行灯の明かり取りである。時期は不明である。
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 (5)木製品

 1信仰・呪術に関する木製品(第42図～第48図)

 長方形の材に様々に加工を施したもので、墨書の認められるもの23点、認められないもの21

 点が出土した。44以外は全てSD3からの出土であり、この中には笹塔婆・呪荷・刀形等が認

 められる。その形状は多様であるため、墨書の認められるもの(A)、認められないもの(B)と

 分けた上で更に下記の型式分類を行った。

 a長方形の材の上端を圭頭にし、下端を尖らせたもの。

 b長方形の材の上端を圭頭にした上で左右に二段の切込みを入れ、下端を尖らせたもの。

 c長方形の材の上端を五輪塔形に切込みを入れ、下端を尖らせたもの。

 d長方形の材の下端を尖らせたもの。

 e長方形の材の上端を圭頭にし、下端は折損あるいは腐蝕して不明のもの。

 f長方形の材の上端を圭頭にした上で左右に二段の切り込みがあるが、下端は折損あるいは

 腐蝕して不明のもの。

 9長方形の材の下端を尖らせているが、上端は折損あるいは腐蝕して不明のもの。

 h長方形の材の両端とも折損あるいは腐蝕して不明のもの。

 i上記以外の形をしたもの。

 (A)墨書の認められるもの(第42図～第46図)

 完形のものは殆どb型式の笹塔婆であるが、若干a型式や。型式のものも認められる。また、d

 型式の16は他と用途の異なる呪荷と考えられる。

 1は、表裏に墨書の認められる笹塔婆で片面に梵字4字、片面に「ぐ(バーン)安仁年二月九

 日」と記されている。「安仁」という年号は実在せず、私年号にも今のところ認められない。年

 号を書き誤るという可能性は低いと考えられるため、未だ確認されていない私年号とも推定さ

 れるが、今後検討を要する。4も、表裏に墨書の認められるもので片面には「ぐ(バーン)南無大
 日如来」と記されている。片面は若干消えているが同様の字が記されているものと推定される。

 2は右下端が若干折損しているが墨書に影響はなく「苛(バーン)」の字が他の字よりも大きく書

 かれている。3は上部が折損しているが、「無」の字の半分程が残っていることから他の笹塔婆

 同様「ぐ(バーン)南無大日如来」と記されていたものと推定される。5は「叡バーン)爽(ウン)
 礁(キリーク)」と梵字が3字書かれている。b型式を呈するが下端は1.5cm程平らに切っている。

 また、5・6の表裏下端には1cmほど朱塗りが施されている(巻頭図版1)。6～8・10には「ぐ
 (バーン)南無大日如来」とそれぞれ墨書されているが、「無」を「元」と書いているものも認め

 られる。7はa形式であるが、8の字体と非常によく似ており、同一人物が書いたものとも解さ

 れる。9はC型式であるがほぼ半分が折損している。五輪塔の下はかなり丸みをつけて尖らせて

 いる。墨書は五輪塔部分に「召(カ)了(ラ)可(バ)コ(ア)」と梵字5字がならび、その下には「妙

 法蓮華経巻第一方便品第二」の一節が記されている。「説」の下にも若干墨書が見られるが判

 読はできない。右側には前節が墨書されていたのだろうか。11は両端ともに折損しているがか

 ろうじて墨書部分が残存している。厚さ6㎜と他の笹塔婆より厚めに作られている。12は上部
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 が折損しているが、他と同様の文字が墨書されていたことが推定される。3は他の笹塔婆とは

 異なった文字が確認でき残存文字より「南元普賢菩薩」と書かれていたものと推定できる。14は

 かなり下端近くまで墨書されているが、その文字は判然としない。15は下に向かって幅が狭く

 なっていることから、下部の一部と考えられる。16はd形式を呈する唯一の呪符である。上部

 半分の右端が折損しており、笹塔婆よりも短い。墨書は荷録の下に「急々如律令」と記されて

 いると推定される。17はb形式を呈するが、上部の切込みが大きく丸みを帯びている。これは

 24に類似しており同じ材を立ち割って作成した可能性が高い。18～23はそれぞれ墨書の残りが

 よくないが、「ぐ(バーン)大日如来」と記されていたと思われる。

 (B)墨書の認められないもの(第46図～48図)

 b型式を呈する24は下端が若干腐蝕しているが、かなり厚めであるため笹塔婆製作途中のもの

 であると考えられる。25～31は全て下部が折損している。墨書のあるものに比較してe型式を

 呈するものが多くa型式にする前の失敗作とも解される。32～34・36・38は全て9型式を呈する

 が、下部を鋭く尖らせているものと丸く仕上げているものが認められる。また、35は9㎜と厚

 めであるため製作途中のものであった可能性が考えられる。39は幅・厚さ等から笹塔婆の一片

 と考えられる。40は上端が丸く切られその下が山形になっており、人形のような形態であるが、

 墨書が認められないため判然としない。41は10cmと短く、多数の切込みが認められる。42・43は

 それぞれ刀形と考えられるが、その形状は若干異なっており42は幅が狭く43は広い。44は唯一

 SK23から出土したもので小型の塔婆と考えられる。

 上記の殆どは笹塔婆と考えられるが、その大きさや出土遺構から現在のような立て方をした

 ものではなく川や溝に流して死者の供養を行う「ながし塔婆」のような使われ方をしたものと

 考えられる。またi形式を呈するものは、信仰のためこれらと一緒に流されたものと推定とさ

 れる。

 2'箸状木製品(第48図～第49図)

 SD3の63-16グリッドの4層目より69本一括して出土した。完形品が42本、折損品が29本

 である。長さは折損しているものもあるため6～24cm、太さは直径与㎜程で、ほぼ同じような
 長さであったと推定される。断面は円に近い多角形をなし、両端は尖らせている。

 これらの用途については日常の箸としての使用や祭祀との関係が推測されるが、完形品が半

 数以上を占めていることや、箸状木製品に対する他の木製食器出土の割合が少ないことが注目

 される。これらを含めた上で今後の検討が必要である。

 3履物(第50図)

 6点出土しているが、116以外は全てSD3からの出土である。形態はそれぞれ異なってお

 り、118等のかなり新しい様相を呈するものも認められる。

 114・115は草履状木製品で、これらの薄い板を芯材として藁などを編んだものである。2点と
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 もほぼ同じ形状を呈しており、柔軟にするため中心は割っている。また鼻緒を通すため中心よ

 り下に切込みがあり、114には藁を巻きつけたと考えられる痕が認められる。県内では酒田市
 城輪棚跡出土例が挙げられる。

 116・117は隅丸長方形を呈する連歯下駄である。116はSD272から出土したもので、117に比

 して形が整っているが、後歯がかなり擦り減っている。鼻緒穴間と後鼻緒穴から後端までの長

 さが短く、歯は台より若干幅が広い。長さは15cmと小さく、子供用ではないかと考えられる。
 補強のためか前後の歯の右側に鉄釘を打ち込んでいる。また中央よりやや後ろ寄りには「」
 と焼き印が押されている。116・117ともに前鼻緒穴付近に指の痕が認められるため、使用頻度
 の高かったものと推定される。

 119け陰卯の差歯下駄であるが前部は折損している。鼻緒穴が著しく大きく、鼻緒穴間ど後鼻
 緒穴から後端までの長さがほぼ同じである。台は3.75cmと厚く、歯も高い。台は116・117に比べ
 ると若干丸みを帯びている。

 118は・黒漆を塗布した薄い台に植物性繊維で編み上げた表を乗せた連歯下駄である。前歯は

 僅かに残っているが後歯は痕跡すら認められない。台はかなり細長く、鼻緒穴間が長い。漆は

 側面と下面に若干認められるだけである。X線観察の結果、台と表を合わせるための留め金が
 下駄の周囲に多数認められた。

 4井戸枠材(第52図～第57図)

 それぞれの井戸より出土したが、比較的保存状態の良いSE2とSE45の井戸枠材を遺物と
 して取り上げる。

 SE2は横板19枚、縦板25枚、隅柱4本が出土した。横板は東側は4段、その他は5段残っ

 ている。井桁に組み合わせるためそれぞれ5cm程の切込みがあるが、南・東・北側の最下段の

 下部には切込みを入れていない。縦板は幅が一様でないが、全て下部を削って尖らせており、
 中には162のように台形状に切った上で削っているものも認められる。

 SE45は縦板50枚、横桟8本、隅柱4本出土した。上部は全て腐触しており、下部はSE2の

 ような削りは認められず、加工痕は認められない。184・200・201・222の下部中央部には直径1

 cm程の穴が穿たれており、転用された板材と解させる。横桟は丁寧に削りが施されている。

 5曲物(第58図～第60図)

 239(SE27)、・240(SE28)出土曲物は、二重の側板の外側に更に籏が回されている。2ヶ所に

 樺皮綴じがなされ、簸部分下部には数ヶ所穿孔されているため底板と釘結合されたものを転用

 したものと推測されるが、残念ながら木釘は残っていない。側板内面には多数のケビキが認め

 られる。240は、下部が若干内側に入っている。また、側板外側の中央よりやや上部には、楕円

 形の下に2本の棒を付けたような直径3cm程の刻書が認められる。

 241(SE30)は上記に比し小型であるが、作りは239とほぼ同様で、内側の側板外にも格子目状
 のケビキが認められる。また、下部には10ヶ所に木釘が残る。
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 242(SE45)は1枚の側板の上下に幅の広い籏が回されている。下部には木釘穴も認められ

 ず、且つ結合部分の樺皮も底部まで残存していないため、底板との結合方法は定かでないが、

 井筒専用に作られた曲物の可能性も考えられる。

 6その他(第51図)

 SD3を含め多くの遺構から板材や棒状木製品が出土している。その中でも明らかに道具と

 しての加工が施された痕跡の残るものを取り上げる。

 120は挽物の高台付漆器椀である。高台はわずかに作り出しているだけで高台内部には漆が塗

 布されていない。121は挽物のベタ高台の小型漆器杯である。これも高台部分には漆が塗布され

 ていない。120と121の内側には漆を塗布した際のハケメが認められる。122は120・121に比べ作

 りが粗雑である。内側にはロクロ目が認められるがかなり歪んでおり、原型を推定することが

 難しく、平面は若干方形に近いと考えられる。漆は内部のみに塗布されている。

 123・124は曲物底板である。123は大型だが、.124は小型でかなり厚く造られており、柄杓の底

 部として使用されていたと推定される。両者とも側面に木釘等は認められない。

 125は把手のようなものが付くことから鋤等大型木製品の未製品と考えられる。126は丁寧に

 加工を施しているが、用途は不明である。127は小型の台等の板と脚の問にはめる脚座と考えら

 れるが、両端に穴が認められないことから未製品と考えられる。128は先端を尖らせていること

 から、藁仕事などに用いる木針の一種と推定されるが、通し穴は認められない。

 7土製品・石製品・金属製品・古銭(第61図)

 砥石は4点認められる。全て使用した痕跡が認められるが、10は一一面が特に擦り減っており

 刃物で付けられた思われる傷が多数認められる。9は花崗岩を三角形に加工したものであるが、

 用途不明である。

 金属製品は主にSD3やグリッドから出土しており、保存状態のよい物は10点を数える。煙

 管は雁首が3点、吸口が3点出土しており、16には細かい装飾が施されている。19は頭部が円

 形の箸状のものである。20と22は釘と考えられ、22の中程には木質遺物が付着している。21は

 薄い板状のもので用途は不明である。

 古銭は、「皇宋通寳」が1点、「熈寧元寳」が2点、「寛永通寳」が4点出土した。
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 表一2後田遺跡土器観察表(1)
              計測値調整及び装飾

               挿図番号遺物番号種別器種口径底径器高器厚外面内面底部出土地点RPNo備考図版番号
               第28図1土師器圷(135)44627ナデミガキミガキミガキSTIYRP68内黒26

               第28図2土師器圷14960547ナデミガキケズリミガキケズリミガキSTIF1RP1内黒26

               第28図3土師器壺(102)(!OO)7ミガキナデSTIF1直口壺26

               第28図4土師器甕(140)45(156)5ハケメハケメナデケズリハケメSTIY26

               第28図5土師器甕134(48)1326ナデケズリハケメナデSTIYF1RP6926

               第28図6土師器蓋104501296ナデハケメナデナデSTIYRP6926

               第28図7土師器甕(155)(67)7ナデハケメハケメナデ64-9グリッドRP3226

               第28図8土師器圷14643527ミガキミガキミガキケズリ57-17グリッドRP7626

               第28図9土師器圷(36)6ミガキミガキSB8426

               第28図10土師器甕(146)(102)8ナデハケメハケメナデ64-9グリッドRP3226

               第28図11土師器圷(145)15016ミガキミガキケズリSK4326

               第28図12土師器甕(140)(4了}7ナデハケメナデハケメSD3F426

               第28図13土師器甕(2251(50)8ナデナデSD311F130

               第29図14赤焼土器圷13250535ロクロロクロ回転糸切りSE2F②RP33底部墨書「貞」27

               第29図15赤焼土器圷(132}54496ロクロロクロ回転糸切りSE2F127

               第29図16赤焼土器圷(n2)(55}496ロクロロクロ回転糸切りSE2F227

               第29図17赤焼土器圷(11了)(52)5ロクロロクロSE2F127

               第29図18赤焼土器圷13657585ロクロロクロ磨滅により不明SE2F227

               第29図19赤焼土器圷12862526ロクロロクロ回転糸切りヵSE2F127

               第29図20土師器高台付圷(60)(2D6ロクロSE2F2内黒26

               第29図21赤焼土器甕(59)10タタキアテSE2F127

               第29図22須恵器甕(73)8タタキアテSE2F127

               第29図23赤焼土器圷(1尋8)(54)5ロクロロクロSE4F227

               第29図24須恵器甕(77)9タタキアテ痕SE427

               第29図25須恵器圷(144)6043.54ロクロロクロヘラ切りEP86(SB6)27

               第29図26赤焼土器圷(130〕(55)4ロクロロクロEP85(SB6)27

               第30図27須恵器甕(106)7タタキアテEP214(SB6)28

               第30図28赤焼土器圷(62)(30)5ロクロロクロ回転糸切りEP110(SB9)RP119底部墨書28

               第30図29赤焼土器圷(130)(35)5ロクロロクロEPl11(SB9)27

               第30図30須恵器甕(8ω10タタキアテSE27F①28

               第30図31須恵器甕(58)16タタキアテSE30F228

               第30図32赤焼土器鍋(130){52)10ロクロロクロSE45F227

               第30図33須恵器蓋(148)(23)7ロクロロクロSE4528

               第30図34赤焼土器圷(134}(45)6ロクロロクロSE45Fl27

               第30図35須恵器壺(66)9ロクロSE45F228

               第31図36黒色土器圷12958486ロクロロクロミガキ回転糸切りSK23RP1729

               第31図37赤焼土器圷13253605ロクロロクロ回転糸切りSK23F3RP2528

               第31図38赤焼土器圷55(23)5ロクロロクロ回転糸切りSK23F3RP2628

               第31図39赤焼土器甕(208)(108)6ロクロロクロSK4228

               第31図40赤焼土器甕(10n7タタキアテSK44内面煤付着28

               第31図41須恵器甕(45}7タタキアテSK4429

               第31図42須恵器圷(122)(59}578ロクロロクロ回転糸切りSD72RP4228

               第31図43須恵器圷(132}($.5)536ロクロロクロ回転糸切りSD5129

               第31図44赤焼土器甕(30)(6)SK48FI29



 表一2後田遺跡土器観察表(2)

               計測値調整及び装飾RPNo               挿図番号遺物番号種別器種口径底径器高器厚外面内面底部出土地点図版番号
               第31図45土師器圷12060486ロクロミガキ回転糸切りSK21内黒28

               第31図46須恵器甕(28)9タタキアテSD5729

               第31図47須恵器壺(42)8ロクロロクロSD55長頚壺29

               第31図48須恵器甕(99)16タタキアテSD58F2RP7329

               第31図49須恵器甕(85)15.5タタキアテSD58F2RP7329

               第31図50須恵器甕(64}10タタキアテSD31F129

               第32図51赤焼土器圷(130)(58)507ロクロロクロ回転糸切りSK68口縁部に煤付着29

               第32図52赤焼土器圷(!38)(44)4ロクロロクロSK6830

               第32図53赤焼土器圷(150}(46)5ロクロロクロSK68F130

               第32図54須恵器壼(33)7ロクロロクロSK6830

               第32図55赤焼土器甕(58)11タタキアテSD6929

               第32図56須恵器甕(き9)10タタキアテSK68RP2930

               第32図57須恵器甕(83)11タタキアテSK68RP3730

               第32図58土師器圷12854527ロクロミガキ回転糸切りSD69内黒体部「大」墨書30

               第32図59赤焼土器圷13652466ロクロロクロ回転糸切りSD69RP3829

               第32図60赤焼土器圷(62)(29)6ロクロロクロ回転糸切りSD69RP2829

               第32図61須恵器甕(3417タタキアテEP116F1(SB10)30

               第32図62赤焼土器甕86(44)13ロクロロクロ静止糸切りEP84RP31回転糸切り後付け足し29

               第32図63赤焼土器圷(142)(46)5ロクロロクロEP8429

               第33図64赤焼土器圷12356466ロクロロクロ回転糸切りSK264F6RP182底部墨書「亨」30

               第33図65赤焼土器圷12652435ロクロロクロ磨滅の為不明SD377F1RP18330

               第33図66赤焼土器圷(122158564ロクロロクロ回転糸切りSD32330

               第33図67須恵器甕(88)11タタキアテSK279F230

               第33図68須恵器甕(30}7タタキアテSD31131

               第33図69土師器甕{102)6ハケメハケメSK359F126

               第33図70赤焼土器圷1314s525ロクロロクロ回転糸切りSK359F3RP190-131

               第33図71赤焼土器圷12352505ロクロロクロ回転糸切りSK359F1RP18931

               第33図72赤焼土器圷(120)52503ロクロロクロ回転糸切りSK359F131

               第33図73赤焼土器圷12953455ロクロロクロ回転糸切りSK359FlRPl8731

               第33図74赤焼土器皿13250355ロクロロクロ回転糸切りSK359F1半分火を受けた痕あり31

               第33図75赤焼土器皿13250345ロクロロクロ回転糸切りSK359F3RPl90-2半分火を受けた痕あり31
               第33図76赤焼土器圷(153){57)604ロクロロクロ回転糸切りSK359FI31

               第33図77赤焼土器甕(103)9ロクロロクロハケメSK359F1RP18831

               第34図78須恵器蓋(34)12ロクロSD3F1擬宝子状つまみ31

               第34図79須恵器壺(IOOl(70)13タタキロクロSD3F131

               第34図80須恵器甕(62)9タタキアテSD3Fl32

               第34図81赤焼土器甕(212){57)14ロクロロクロSD3Fl32

               第34図82赤焼土器鍋(320)(37)15ロクロロクロSD3F132

               第34図83赤焼土器甕(55}13ロクロロクロSD3F132

               第34図84灰柚陶器皿(了0)ロクロSD3F3乳白色柚31

               第34図85須恵器甕{6了)11タタキアテSD3F232

               第34図86須恵器壺(76)10ロクロロクロSD3F231

               第34図87須恵器甕(72)11タタキアテSD3F332

               第34図88須恵器甕(97}12タタキアテSD3F3RP9232



 表一2後田遺跡土器観察表(3)              

               計測値調整友び装飾

               挿図番号遺物番号種別器種口径底径器高器厚外面内面底部出土地点RPNo備考図版番号
               第34図89須恵器甕(40)11タタキロクロアテSD3F332

               第35図90須恵器圷(671(25)6ロクロロクロヘラ切りカSD3F432

               第35図91須恵器高台付碗60(5ω5ロクロロクロSD3F433

               第35図92須恵器蓋(32)(8)ロクロロクロSD3F4RPl1532

               第35図93須恵器圷58(13)6ロクロロクロ回転糸切りSD3F432

               第35図94須恵器壺(80)(21)9ロクロロクロ回転糸切りSD3F432

               第35図95須恵器蓋(1イ6)(25}6ロクロロクロSD3F432

               第35図96須恵器壺(22)12ロクロロクロ静止糸切りSD3F433

               第35図97黒色土器圷(127)(70}336ロクロミガキヘラ切りSD3F433

               第35図98須恵器壺(141)(54)10ロクロロクロSD3F4短頚壺33

               第35図99須恵器甕(87)18タタキアテSD3F433

               第35図100須恵器甕(45)10タタキアテSD3F433

               第35図101須恵器甕(73)14タタキアテSD3F433

               第35図102須恵器甕(71)10タタキアテSD3F433

               第36図103赤焼土器高台付皿(130)74326ロクロロクロヘラ切りSD3F4RP11433

               第36図104赤焼土器甕68(36)10ロクロロクロヘラ切りSD3F433

               第36図105赤焼土器圷(60)(17)(4)ロクロ回転糸切りSD3F4底部墨書「貞」33

               第36図106赤焼土器圷51(10)(6)ロクロロクロ回転糸切りSD3F4底部墨書「野」33

               第36図107赤焼土器圷(21)5ロクロロクロSD3F4体部墨書33

               第36図108須恵器圷(136)60346ロクロロクロヘラ切りSD3F533

               第36図109須恵器壺(65)9ロクロロクロSD250F233

               第36図110須恵器圷(124)85284ロクロロクロヘラ切りSD2ブ1F1RP17734

               第36図111須恵器圷(134)(72)305ロクロロクロヘラ切りSD271F1RP18034

               第36図112須恵器圷1287033.54ロクロロクロヘラ切りSD271F1RP17834

               第36図113赤焼土器圷50(36)5ロクロロクロ回転糸切り59-10グリッド体部墨書34

               第36図114赤焼土器圷60(2916ロクロロクロ回転糸切り36-12mグリッド34

               第36図115須恵器壺(62)(68}8ロクロロクロ回転糸切りSG271RP179内部付着物あり34

               第36図116須恵器双耳坏651-15111グリッド34

               第37図117珠洲系陶器甕(42)14タタキSD3F134

               第37図118珠洲系陶器摺鉢(47}9卸し目SD3F135

               第37図119珠洲系陶器擂鉢(210)(51)(21)ロクロ卸し目SD3F135

               第37図120珠洲系陶器擂鉢(37)15卸し目SD3F135

               第37図121珠洲系陶器甕(76)12.5タタキアテSD3F134

               第37図122珠洲系陶器甕(80)17タタキアテSD3F134

               第37図123珠洲系陶器甕(43)10タタキアテSD3F234

               第37図124珠洲系陶器擂鉢(43)18ロクロ卸し目SD3F335

               第37図125珠洲系陶器擂鉢(200)(45)13ロクロロクロ卸し目SD3F335

               第37図126珠洲系陶器甕(113}11タタキアテSD3F334

               第37図127青磁蓋(127)(20)5SD3F2貫入巻頭3

               第37図128青磁碗(32)4SD3F3巻頭3

               第37図129青磁碗(40)5鏑達弁文SD3F4巻頭3

               第37図130かわらけ皿(69)(47)164ロクロ指頭痕ありロクロSD3F3内面油脂付着巻頭3

               第37図131かわらけ皿97(66)(15)8指頭痕ありヘラSD3F3手づくね巻頭3

               第38図132珠洲系陶器甕(95)12タタキアテSD3F435



 表一2後田遺跡土器観察表(4)

               計測値調整及び装飾出土地点RPNo備考               挿図番号遺物番号種別器種口径底径器高器厚外面内面底部図版番号
               第38図133珠洲系陶器甕(94)14タタキアテSD3F435

               第38図134珠洲系陶器擂鉢(58)11ロクロ卸し目SD3F435

               第38図135珠洲系陶器甕(61)12タタキアテSD3F436

               第38図136珠洲系陶器擂鉢{37)10ロクロロクロSD3F435

               第38図137珠洲系陶器摺鉢(130)(25)15卸し目静止糸切りSD3F435

               第38図138珠洲系陶器甕(69)12タタキアテSD3F436

               第38図139珠洲系陶器甕(73)12タタキアテSD3F436

               第38図140珠洲系陶器甕(84)15タタキアテSD3F436

               第38図141珠洲系陶器甕(8D13タタキアテSD3F436

               第39図142中世陶器皿(168)(76)387ロクロ卸し目SD3瀬戸・美濃系39巻頭4
               第39図143珠洲系陶器甕(134)(63)17ロクロロクロSP11F138

               第39図144珠洲系陶器摺鉢(42)17ロクロ卸し目静止糸切りSE2F238

               第39図145珠洲系陶器甕(69)15ロクロタタキアテSE2F237

               第39図146青磁碗(51)7縞蓮弁文SE28F2巻頭3

               第39図147珠洲系陶器甕(82)13タタキアテSE28Fl38

               第39図148珠洲系陶器擂鉢(36)12ロクロ卸し目SE30F138

               第39図149珠洲系陶器甕(110)15タタキアテSE30F④36

               第39図150珠洲系陶器擂鉢(55)13ロクロ卸し目SE45F①38

               第39図151珠洲系陶器擂鉢(35)10ロクロロクロSE4537

               第39図152青磁碗(3D10画花文SK47巻頭3

               第39図153青磁ノj・碗(22)4鏑蓮弁文SD335巻頭3

               第40図154珠洲系陶器甕(48)14タタキアテSK48F136

               第40図155珠洲系陶器擂鉢(80)11ロクロ卸し目SK51F138

               第40図156珠洲系陶器甕(106)13タタキアテSD31F1RP7937

               第40図157珠洲系陶器擂鉢(13ω(47)13ロクロ指頭痕あり卸し目静止糸切りSD37RP7537

               第40図158珠洲系陶器摺鉢(49)9ロクロ卸し目SPl15F137

               第40図159珠洲系陶器甕(97)13タタキアテSP12936

               第40図160珠洲系陶器擂鉢(46)15ロクロ卸し目57-11グリッドRP3037

               第41図161近世磁器五寸皿(138)(96)395つなぎ唐草永割丸窓蛇ノ目高台SD3F3肥前系39巻頭4

               第41図162近世磁器五寸皿(142)(94)36.54つなぎ唐草松竹梅蛇ノ目凹形高台SD3F2肥前系39巻頭4

               第41図163近世磁器皿(133)(79)395つなぎ唐草松竹梅渦福SD3F3肥前系39巻頭4

               第41図164近世磁器五寸皿(135)(65)(28)5松竹梅SD3F4肥前系39巻頭4

               第41図165近世陶器鉢(28)7ロクロ象嵌SD3F1三島手唐津39巻蜘

               第41図166近世陶器燭38(40)6ロクロロクロSD3F3在地産力39巻頭4

               第41図167瓦器火鉢(238)(74)10ロクロ花文スタンプロクロSD3内面火はね有39巻頭4

               第41図168近世陶器湯通しカ(178)(112)7ロクロロクロSD3F3大宝寺焼39巻頭4

               第41図169近世陶器湯通し(176)(60)12ロクロロクロSD3F4大宝寺焼39巻頭4

               第41図170近世磁器猪口(52)(23)262色絵遠山草花19-12グリッド瀬戸・美濃系39巻頭4

               第41図171近世陶器皿12852269ロクロ21-18111グリッド唐津焼貫入39巻頭4

               第41図172近世陶器皿14246376ロクロ23-12グリッド灰釉39巻頭4

               第41図173近世陶器鉢(410)(42)6.5ロクロハケメ57-11グリッドRP74唐津焼39巻頭4



 表一3後田遺跡木製品観察表(1)

          挿図番号遺物番号種別計測値          長さ幅・径厚さ出土地点RPNo備考図版番号
          第42図1笹塔婆339383SD3F3RW4(A)b型式(以下同じ)39

          第42図2笹塔婆27027SD3F4RW156(A)b39

          第42図3笹塔婆(211)332SD3F3RW12(A)939

          第42図4笹塔婆336393SD3F4RW9(A)b39

          第43図5笹塔婆330394SD3F3RW85(A)b39

          第43図6笹塔婆309464SD3F3RW83(A)b39

          第43図7笹塔婆370403SD3F3RW84(A)a40

          第43図8笹塔婆360343SD3F3RW86(A)b40

          第網図9五輪塔婆296(21)3SD3F4RW126(A)c41

          第44図10笹塔婆363373SD3F4RW18(A)b40

          第網図11笹塔婆(150)216SD3RW3(A)h40

          第44図12笹塔婆(180)273SD3RW6(A)940

          第網図13笹塔婆(108)283SD3GトレF2(A)h40

          第44図14笹塔婆(149)292SD3RW155(A)940

          第網図15笹塔婆(57)293SD3F3RW16(A)h40

          第45図16呪符(180)333SD3F4RW15(A)d41

          第45図17笹塔婆265364SD3RW168(A)b41

          第15図18笹塔婆(246)293SD3RW48(A)e41

          第45図19笹塔婆(187)353SD3F4RW164(A)f41

          第45図20笹塔婆(210)253SD3F3RW87(A)e41

          第45図21笹塔婆(120)282SD3RW7(A)e41

          第45図22笹塔婆(100)273SD3RW89(A)h41

          第46図23笹塔婆(341)343SD3F4RW151(A)e42

          第46図24笹塔婆2563611SD3RW51(B)f42

          第46図25笹塔婆(208)273SD3RW27(B)b42

          第46図26笹塔婆(163)233SD3F3RW13(B)f42

          第46図27笹塔婆(194)262SD3F2(B)f42

          第46図28笹塔婆(257)302SD3F4RW88(B)e42

          第46図29笹塔婆(160)232SD3F3RWll(B)e42

          第46図30笹塔婆(178)332SD3F4RW20(B)e42

          第46図31笹塔婆(123)233SD3RW49(上)(B)e42

          第縣図32笹塔婆(207)315SD3(B)943

          第47図33笹塔婆(177)282SD3(B)943

          第47図34笹塔婆(191)273SD3F3RW19(B)943

          第47図35笹塔婆(142)259SD3F4RW160(B)943

          第47図36笹塔婆(102)194SD3R～V61(B)943

          第47図37笹塔婆(168)255SD3F4RW89(B)943

          第47図38笹塔婆(196)223SD3RW49(下)(B)943

          第47図39笹塔婆(102)232SD3F3RW13(B)h43

          第47図40笹塔婆155312SD3RW5(B)i43

          第47図41笹塔婆99342SD3RW57(B)i43

          第48図42刀形(99)213SD3F4RW158(B)i44

          第48図43刀形(102)373SD3F3RW157(B)i44

          第48図44笹塔婆125162SK23RW24(B)a44

          第州図45箸状木製品21244SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図46箸状木製品2085.53SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図47箸状木製品(206)6.53SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図48箸状木製品2076.55.8SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図49箸状木製品2104.54.5SD3F4RW170ケズリ44.45



 表一3後田遺跡木製品観察表(2)
          計測値

          挿図番号遺物番号種別長さ幅・径厚さ出土地点RPNo備考図版番号
          第48図50箸状木製品(188)63SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図51箸状木製品2367.51.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図52箸状木製品2095.56SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図53箸状木製品2054.54.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図54箸状木製品20463.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図55箸状木製品(201)5.54SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図56箸状木製品2034.55SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図57箸状木製品198一6.55.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図58箸状木製品2245.57.3SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図59箸状木製品(200)5.84.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図60箸状木製品23875.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図61箸状木製品2257.34.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図62箸状木製品1915.95.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図63箸状木製品2315.54SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図64箸状木製品(175)64.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図65箸状木製品2035.94.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図66箸状木製品2023.85.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図67箸状木製品1995.84SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図68箸状木製品2295.84SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図69箸状木製品(203)4.56SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図70箸状木製品(201)64.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図71箸状木製品(161)54.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図72箸状木製品1655.55SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図73箸状木製品2275.92SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図74箸状木製品20867.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図75箸状木製品2024.45.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図76箸状木製品(218)76SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図77箸状木製品(248)67.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図78箸状木製品20665.9SD3F4RW170ケズリ44.45

          第48図79箸状木製品22775.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図80箸状木製品(233)46.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図81箸状木製品(198)5.95.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図82箸状木製品2055.53SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図83箸状木製品20765.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図84箸状木製品(236)46SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図85箸状木製品2035.54.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図86箸状木製品2243.83.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図87箸状木製品(173)5.84SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図88箸状木製品18766SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図89箸状木製品(160)6.54.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図90箸状木製品(203)6.85.9SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図91箸状木製品2086.84.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図92箸状木製品22475.8SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図93箸状木製品2335.84SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図94箸状木製品23764.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図95箸状木製品2265.94.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図96箸状木製品2024.56SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図97箸状木製品20453.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図98箸状木製品2034.54.3SD3F4RW170ケズリ44.45



 表一3後田遺跡木製品観察表(3)
          計測値

          挿図番号遺物番号種別長さ幅・径厚さ出土地点RPNo備考図版番号
          第49図99箸状木製品(142)4.43.8SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図100箸状木製品2286.37.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図101箸状木製品2305.95.9SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図102箸状木製品(182)6.83.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図103箸状木製品(180)5.83SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図104箸状木製品(202)3.84.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図105箸状木製品2305.95.4SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図106箸状木製品2075.35.3SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図107箸状木製品(169)3.85.9SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図108箸状木製品20355.8SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図109箸状木製品2094.44.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図110箸状木製品(139)64.2SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図110箸状木製品(139)64.2SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図111箸状木製品(95)54.5SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図112箸状木製品(60)5.32SD3F4RW170ケズリ44.45

          第49図113箸状木製品20663.8SD3F4RW170ケズリ44.45

          第50図114草履状木製品225(72)3SD3RW246

          第50図115草履状木製品232(104)3SD3F2RW15246

          第50図116下駄1758842SD272RW184連歯47

          第50図117下駄1509253SD3RW146連歯焼印「4」鉄釘有46

          第50図118下駄2089817SD3RW141連歯黒漆塗布46

          第50図119下駄(183)11892SD3F3RW90陰卯差歯46

          第51図120漆器椀(挽物)(230)6.80.5SD3RW55高台付内外面黒漆塗付45

          第51図121漆器皿(挽物)137.30.4SD3ベタ高台付内外面黒漆塗布45

          第51図122漆器椀くり物240.5SD3RW43内面のみ黒漆塗付45

          第51図123曲物底板27.40.5SD271RW19147

          第51図124曲物底板(11.4)0.9SE2穿孔47

          第51図125鋤4622.44.8SK359RW18647

          第51図126用途不明品22.22.70.3RW4445

          第51図127脚座122.30.4SD3RW163中央に穿孔44

          第51図128針10.80.70.3SD344

          第52図129井戸枠材106.5181.7SE2横板西148

          第52図130井戸枠材105.814.61.5SE2横板西248

          第52図131井戸枠材107.5212.5SE2横板西348

          第52図132井戸枠材105172.2SE2横板西448

          第52図133井戸枠材105113.5SE2横板西548

          第52図134井戸枠材106.5152SE2横板東248

          第52図135井戸枠材10618.71.5SE2横板東348

          第52図136井戸枠材106.316.92SE2横板東448

          第52図137井戸枠材105.511.92.5SE2横板東548

          第53図138井戸枠材106171.8SE2横板南149

          第53図139井戸枠材105.519.71.5SE2横板南2、49

          第53図140井戸枠材107.5181.8SE2横板南349

          第53図141井戸枠材10913.62.8SE2横板南449

          第53図142井戸枠材109.5133.4SE2横板南549

          第53図143井戸枠材SE2横板北149

          第53図144井戸枠材105.714.20.9SE2横板北249

          第53図145井戸枠材105.9191.6SE2横板北349

          第53図146井戸枠材106.316.22SE2横板北449



 表一3後田遺跡木製品観察表(4)

          計測値RPNo備考図版番号          挿図番号遺物番号種別長さ幅・径厚さ出土地点
          第53図147井戸枠材106.311.22.4SE2横板北549

          第53図148井戸枠材2711.31.2SE2隅柱北西49

          第53図149井戸枠材297.71SE2隅柱南西49

          第53図150井戸枠材28.37.51.6SE2隅柱南東49

          第53図151井戸枠材279.51.6SE2隅柱北東49

          第54図152井戸枠材618.41.7㌧SE2縦板西150

          第54図153井戸枠材61.591.5SE2縦板面150

          第54図154井戸枠材51.57.41SE2縦板西250

          第54図155井戸枠材56.511.81.2SE2縦板西350

          第54図156井戸枠材53.59.51.5SE2縦板西450

          第54図157井戸枠材55.4211.4SE2縦板西550

          第54図158井戸枠材5291.4SE2縦板西650

          第54図159井戸枠材62.511.51.5SE2縦板西750

          第54図160井戸枠材一546.61.2SE2縦板西750

          第54図161井戸枠材5718.31.2SE2縦板北150

          第54図162井戸枠材69.518.61SE2縦板北250

          第54図163井戸枠材57.5121.3SE2縦板北350

          第54図164井戸枠材7211.41.3SE2縦板北450

          第54図165井戸枠材66.812.71.4SE2縦板北550

          第54図166井戸枠材72171.5SE2縦板南150

          第54図167井戸枠材70181.8SE2縦板南250

          第54図168井戸枠材639.21.5SE2縦板南350

          第54図169井戸枠材54.5101.3SE2縦板南450

          第54図170井戸枠材54.58.71.3SE2縦板南550

          第54図171井戸枠材59101.3SE2縦板東150

          第54図172井戸枠材7118.81.5SE2縦板東250

          第54図173井戸枠材63111.2SE2縦板東350

          第54図174井戸枠材62.481.7SE2縦板東450

          第54図175井戸枠材59.58.21.8SE2縦板東550

          第54図176井戸枠材67.5152.5SE2縦板東650

          第55図177井戸枠材546.50.7SE45縦板東151

          第55図178井戸枠材47.76.80.5SE45縦板東251

          第55図179井戸枠材609.81SE45縦板東351

          第55図180井戸枠材73100.6SE45縦板東451

          第55図181井戸枠材85.515.91.6SE45縦板東551

          第55図182井戸枠材78.513.40.9SE45縦板東651

          第55図183井戸枠材84.5161.2SE45縦板東751

          第55図184井戸枠材9513.40.5SE45縦板東851

          第55図185井戸枠材71.313.10.7SE45縦板東951

          第55図186井戸枠材97.514.30.6SE45縦板東1051

          第55図187井戸枠材43.313.10.6SE45縦板東1151

          第55図188井戸枠材54.113.50.9SE45縦板東1251

          第55図189井戸枠材7310.80.7SE45縦板北151

          第55図190井戸枠材70.513.71,SE45縦板北251

          第55図191井戸枠材7613.70.7SE45縦板北351

          第55図192井戸枠材55.413.40.8SE45縦板北451

          第55図193井戸枠材81.513.61.1SE45縦板北551

          第56図194井戸枠材5914.91SE45縦板北651

          第56図195井戸枠材90.514.51.6SE45縦板北751



  表一3後田遺跡木製品観察表(5)
          計測値

          挿図番号遺物番号種別長さ幅・径厚さ出土地点RPNo備考図版番号
          第56図196井戸枠材83.513.71.3SE45縦板北851

          第56図197井戸枠材51.5100.3SE45縦板北951

          第56図198井戸枠材70101.1SE45縦板北1052

          第56図199井戸枠材5515.51.1SE45縦坂北1152

          第56図200井戸枠材4713.10.7SE45縦板西152

          第56図201井戸枠材53140.7SE45縦板西252

          第56図202井戸枠材72130.8SE45縦板西352

          第56図203井戸枠材63.4130.5SE45縦板西452

          第56図204井戸枠材598.80.4SE45縦板西552

          第56図205井戸枠材70.5151.5SE45縦板西652

          第56図206井戸枠材77.713.70.8SE45縦板西752

          第56図207井戸枠材53110.5SE45縦板西852

          第56図208井戸枠材71171SE45縦板西952

          第56図209井戸枠材82.514.31.3SE45縦板西1052

          第56図210井戸枠材94.714.41.3SE45縦板西1152

          第56図211井戸枠材8313.51.1SE45縦板西1252

          第56図212井戸枠材5170.5SE45縦板西1352

          第56図213井戸枠材508.20.8SE45縦板西1452

          第56図214井戸枠材626.71SE45縦板西1552

          第56図215井戸枠材742.80.6SE45縦板南152

          第56図216井戸枠材557.80.6SE45縦板南252

          第56図217井戸枠材70140.8SE45縦板南252

          第56図218井戸枠材8815.51.9SE45縦板南352

          第57図219井戸枠材89.513.51.9SE45縦板南452

          第57図220井戸枠材64.211.90.9SE45縦板南553

          第57図221井戸枠材SE45縦板南653

          第57図222井戸枠材71.210.40.7SE45縦板南753

          第57図223井戸枠材9914.70.9SE45縦板南853

          第57図224井戸枠材65140.9SE45縦板南953

          第57図225井戸枠材62.413.80.8SE45縦板南953

          第57図226井戸枠材4512.50.7SE45縦板南1153

          第57図227井戸枠材776.95.5SE45横桟東下53

          第57図228井戸枠材77.56.95.7SE45横桟北下53

          第57図229井戸枠材776.95.5SE45横桟西下53

          第57図230井戸枠材787.85.4SE45横桟南下53

          第57図231井戸枠材73.55.93.6SE45横桟東上53

          第57図232井戸枠材727.53.3SE45横桟北上53

          第57図233井戸枠材72.55.73.8SE45横桟西上53

          第57図234井戸枠材716.84.5SE45横桟南上53

          第57図235井戸枠材375.23.2SE45隅柱南西上53

          第57図236井戸枠材36.24.83.8SE45隅柱北西上53

          第57図237井戸枠材38.45.52.5SE45隅柱北東上53

          第57図238井戸枠材37.86.44.5SE45隅柱南東上53

          第58図239曲物62661.5SE27木釘穴有54

          第59図240曲物55.861.81.8SE28木釘穴有線刻画有55

          第60図241曲物43.852.21.8SE30木釘有54

          第60図242曲物3641.41.2SE4554



  表一4後田遺跡土製品・石製品・鉄製品・古銭観察表           ,眠

           計測値RPNo備考図版番号
           挿図番号遺物番号種別器種径長さ厚さ出土地点
           第61図1土製品人形24631759-16mグリッド金箔力下部穿孔56

           第61図2土製品人形234319SD277下部穿孔56

           第61図3土製品人形293024SD3F456

           第61図4土製品人形29231622-16グリッド下部穿孔56

           第61図5土製品人形22321360-16111グリッド下部穿孔56

           第61図6土製品土錘18.533SD3F456

           第61図7土製品土錘444760-14111グリッド56

           第61図8石製品砥石3457859-15111グリッド56

           第61図9石製品用途不明品686746SD3F456

           第61図10石製品砥石417941SD3F5RQ17356

           第61図11石製品邸42542053-13mグリッド56

           第61図12石製品邸35821112-18111グリッド56

           第61図13鉄製品キセル雁首166051-11111グリッド56

           第61図14鉄製品キセル雁首154431-16グリッド56

           第61図15鉄製品キセル雁首1437.554-12mグリッド56

           第61図16鉄製品キセル吸口1169SD304模様有56

           第61図17鉄製品キセル吸口116762-11111グリッド56

           第61図18鉄製品キセル吸口8(35)54-12111グリッド56

           第61図19鉄製品箸状金属製品11190SD3F456

           第61図20鉄製品針589SD3F4RM14756

           第61図21鉄製品用途不明品1396462-14グリッド56

           第61図22鉄製品釘1148SD3F4木質遺物付着56

           第61図23古銭寛永通寳210.8SD3F238

           第61図24古銭寛永通實231SD5838

           第61図25古銭皇宋通寳240.956-16mグリッド初鋳年1038年38

           第61図26古銭熈寧元寳22128-13mグリッド初鋳年1068年38

           第61図27古銭寛永通責24115-12グリッド38

           第61図28古銭寛永通責24115-12グリッド38

           第61図29古銭熈寧兄貴23157-17mグリッド初鋳年1068年38



大道下遺跡

 IV大道下遺跡

 1遺構と遺物の分布

 遺構は、溝跡2条・土坑16基・ピット24基が検出された。拡張区以外は、トレンチにより遺構

 の有無を確認したが、ピットが数基認められただけであった。

 平成2年度に山形県教育委員会が、高速道の路線幅をはさんで南西端をA区、北東端をB区

 として調査を行った結果、溝跡多数と掘立柱建物跡が1棟検出された。これらから、路線内で

 ある遺跡中央部は遺構が希薄で東西両端に集中しているものと推定される。

 基本層序は、表土の下に1層として炭化粒を微量に含む黒褐色シルトの包含層が5cm程堆積

 している。II層は、地山で暗灰黄色シルト質微砂からなり10cm程堆積する。lll層以下は、グライ

 化した黄灰色粘質シルトが続く。

 出土遺物は75点と調査面積に比して少なく、整理箱1箱にも満たない程度である。

 2検出された遺構(第62～65図)

 溝跡調査区を囲むように3本の溝が検出された。東壁際の溝と南側の溝は時期が異なるが

 それぞれ新しい溝と考えられる。SD22はC～E-30～32グリッドに位置し、調査区北側を東西

 に横断している。また、C-30グリッドで分岐し、一方はほぼ直角に曲がり.南西に向かう。幅

 は、L9～4.1mと一定せず、検出面からの深さは35～50cmを測る。壁は緩やかに傾斜し、覆土は

 黒褐色シルトを基調とする10層から成る。Bトレンチからこの溝と繋がる遺構は認められない。

 調査区内から建物跡は検出されず、遺物はC-29グリッドから出土した漆器椀一点のみである。

 SD21は、SD22に平行するように位置する。幅は70cm、検出面からの深さは15cmと浅い。堆積

 土は、黒褐色シルトの一層からなる。

 明治26年作成の旧字切図によるとSD22に相当すると考えられる溝跡が認められたため、こ

 れらは近代まで存在していたものと考えられる。

 土坑溝に囲まれた部分には土坑・ピットが確認された。特に、東壁際の新しい溝の周囲に

 は、溝に切られるように良好な土坑が検出された。平面は直径60～126cmの円形または楕円形を

 呈し、検出面からの深さは14～67cmを測る。堆積土は黄灰色または黒褐色シルトを基調としてい

 る。

 3出土した遺物(第65図)

 遺構から出土した遺物は30点と僅かで土坑からの出土が殆どである。須恵器・赤焼土器片が

 大半を占めるが中・近世陶磁器も認められる。1はSK31から出土したもので、瀬戸美濃系の折

 縁皿でかなり大型になるものと推定され、大窯III～IV期に相当するものと考えられる。4は遺

 構外から出土した青磁圷片であるがほぼ1と同様の時期のものと推定される。5は唯一の木製

 品で両面黒漆を塗布した漆器椀である。外面には朱漆で模様が描かれている。2は須恵器甕の

 口縁部分でCトレンチから、3は須恵器圷の口縁部分でSK53から出土したものである。
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    SK29

    1.2.5Y3/1黒色シルト質砂炭化粒を含む
    2.2.5Y3/2黒褐色シルト

    明褐色砂質シルト粒を含む。
    3.2.5Y3/3暗オリーブ褐色粘質細砂

   SK31

   1、2.5Y6/2灰黄色砂質シルト
   2.2.5Y3/2黒褐色砂質シルト

   炭化物、黄灰色砂を含む。
   3.2.5Y3/1黒褐色シルト

   炭化物、灰色砂を多量に含む。
   4.2.5Y5/2暗灰黄色砂質粘土

   炭化物を多量に含む。
   5.10YR2/1黒色砂質シルト

   全体的に炭化している。

   SK32

   1、2.5Y3/1黒褐色シルト質細砂
   黄灰色細砂(小ブロック状)
   明褐色砂を少量含む。

   2.2.5Y4/1黄灰色シルト
   炭化粒を含む。1層に同じ。

   3.2.5Y3/2黒褐色シルト
   炭化粒を多量に含む。

   4.10YR4/1褐灰色シルト質細砂
   黒褐色シルトを含む。

   SK33

   1.2.5Y3/2黒褐色シルト
   炭化粒、褐色砂、黄灰色砂を含む。

   2.2.5Y6/1黄灰色細砂
   黒褐色シルト、褐色砂を多量に含む。

   3.2.5Y5/1黄灰色シルト質粘土
   腐植木根を少量含む。

   q」でつ』

   SK62

   1.2.5Y3/1黒褐色シルト
   黄灰色シルト質砂を1/3程含む。
   明灰色砂、炭化粒を少量含む。

   2.2.5Y4/1黄灰色砂質シルト

    SK40

    1.2.5Y4/2暗灰黄色シルト
    黄灰色砂を少量含む。よくしまっている。

    2.2.5Y5/2暗灰黄色砂質シルト
    黄灰色砂を1/4程含む。

   SK34

   1.2.5Y4/1黄灰色シルト
   2層の土を1/5程含む。よくしまっている。

   2.2.5Y7/2灰黄色シルト質細砂
   1暦の土を1/3程含む。炭化物、粗砂少量含む。

   3.2.5Y6/1黄灰色細砂
   1層の土をブロック状に褐色砂を少量含む。

  第64図SK29・31・32・33・34・40・62土坑・101



   SD22

   1.2.5Y3/2黒褐色シルトよくしまっている。
   2.2.5Y5/2暗灰黄色シルト

   黄灰色砂を1/2程含む。木根混入。
   3.2.5Y3/1黒褐色粘質シルト

   よくしまっている。木根混入。
   4.2、5Y3/3暗オリーブ褐色シルト、灰色粘土を含む。
   5.2.5Y3/1黒褐色シルト

   よくしまっている。木根混入。
   6.2.5Y3/2黒褐色微砂

   地山の土を粒状に含む。木根混入。
   7.2.5Y4/1黄灰色シルト木根混入。
   8.2.5Y4/2暗灰黄色シルト質粘土よくしまっている。
   9.2.5Y3/2黒褐色シルト地山の土を1/2程含む。
   10.2.5Y5/3黄褐色細砂黒褐色シルトを少量含む。

   第65図SD22溝跡土層断面図遺物実測図



 まとめと考察

 Vまとめと考察

 1後田遺跡のまとめ

 今次、東北横断自動車道酒田線が計画され、後田遺跡についても14,500㎡が路線幅にかかるこ
 とが判明し、調査を行うこととなった。平成2年度にも県営ほ場整備事業にともなう発掘調査
 が行われていたため、今回は第2次調査となる。調査の結果、竪穴住居跡1軒、掘立柱建物跡
 6棟、井戸跡7基、土坑、柱穴、溝跡多数が検出された。一見遺構が集中しているかのように
 思われるが、古墳時代から近世という非常に長い時間の中で残された痕跡であって同時期に属
 する遺構は意外に少ない。底面からの一括遺物に乏しく、遺構の時期決定が難しいというのが
 実情である。以下、遺構と遺物の概括を時期を追って述べる。

 古墳時代に属すると考えられる遺構は、ST1だけである。ここ数年田川地区の古墳時代遺
 跡の発掘調査が行われ、このあたりの古墳時代の歴史も解明されつつある。ST1の遺物は、
 圷の口縁形態等から清水新田遺跡の出土遺物と時期を同じくするものと考えられる。やや古い
 様相を呈する土師器も認められるが、ほぼ6世紀前半に相当するものと推定される。今回はS
 T1のみの検出であったが、ST1の周囲や溝跡等からも古墳時代の土師器が出土しているた

 め、周辺に遺構が存在することは明らかである。遺構の広がり、集落の様相については今後の
 調査を待ちたい。

 奈良時代の遺構は認められなかったが、SD271上層より8世紀後半に属すると考えられる須
 恵器が出土した。出土状況より流れ込みであることは明らかであるが、東側に隣接する月記遺
 跡の河川跡からも8世紀代の遺物がまとまって出土していること等から、周辺に同時期の遺構
 が存在すると考えられる。

 井戸跡は残存している井戸枠のみから4タイプに分類される。1:横板を井桁状に組み、そ
 の下に縦板を設置したもの(SE2)、2:縦板と横桟を設置したもの(SE4)、3:曲物を井筒

 とし、その外側に横桟や縦板を設置したもの、または曲物だけを設置したもの(SE27・28・30

 .45)、4:縦板のみを設置したもの(SE313)である。これらの井戸跡からの出土遺物は須恵
 器・赤焼土器が殆どを占めるが1・3・4タイプの井戸跡からはわずかながら珠洲系陶器・青
 磁片が出土している。また、1タイプは庄内地方において従来平安時代に属するものと考えら
 れていたが、掘り方から珠洲系陶器が出土しており、設置年代の下限が中世まで降ることが確
 認された。以上のことから後田遺跡における各井戸跡の廃絶時期は、1・3タイプが13世紀後半
 ～14世紀前半、2タイプはこれより先行し9世紀後半～10世紀初頭に相当するものと考えられ
 る。なお、旧い遺物も良好な状態で出土していることから、設置された時期を想定することは

 困難であるため、下限時期を述べるにとどまる。

 土坑は遺物の出土は少量であるが、B区の土坑から十和田aテフラが検出されたことにより

 時期解明に大きな役割を果たしている。特にSK359からは二次堆積のテフラとともに、多量の
 赤焼土器圷が検出されたことにより、10世紀初頭の時期が考えられる。A区においては、SK
 61・68等平安時代に属する土坑が若干は認められる一もののSE45の周辺に密集する土坑群をは
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 まとめと考察

 じめ、中世以降のものが主体を占めている。

 掘立柱建物跡からの出土遺物は非常に少なく、時期は判然としない。SB10には小片である
 が中世陶磁器が出土した柱穴があることから中世以降のものと考えられる。また、SB10と軸
 をほぼ同じくするSB9も同時期のものであろう。SB7・8については、若干赤焼土器が出
 土しているものの周囲に存在する井戸跡とほぼ同時期と推定される。SB12は建物の形態、柱
 穴の規模などからA区の掘立柱建物とは様相を異にし、B区から検出された遺構の時期とほぼ
 同時期と見るのが妥当であろう。

 SD3溝跡については、SD3aが出土遺物・規模共に主体を成し、最も長い時間機能してい
 たものと考えられる。古墳時代からの遺物が認められるが、十和田aテフラが混入していない事
 や中世陶磁器等の出土・及び笹塔婆をはじめとする多量の木製品、草履状木製品・下駄・漆器
 などの出土を考え合わせると12世紀末～14世紀を中心に機能していたものと考えられる。また、
 前述したとおり明治26年の字切り図にSD3に相当すると思われる溝が認められるが、これは、
 覆土の状態等からSD3cに相当すると考え大過ないと思われる。

 以上のことから、遺構の変遷を概観すると、古墳時代にはA区周辺に6世紀代の集落跡が営
 まれ、8世紀後半頃から近隣に集落をつくりはじめる。9世紀末～10世紀前半代にはA区にお
 いて、SE4・SK23・61・68等が認められ、B区においてはSB12・SE313・SK264・359・

 SD278・311・307・308・333等の建物・井戸・土坑・溝という組み合わせが認められ、わずかな
 がらも人々の居住空間が形成されたことが窺われる。その後、13世紀～14世紀にSB7・8・9.・
 10・SE2・27・28・30・45とその周囲の土坑があたかもSD3で区切られるかのようにその南
 側に分布する。SD3はその後、埋没と掘削を繰り返し、近代まで残存する。7世紀・11世紀と
 いう空白時期を残すものの古墳時代から近世という長い時間の中におけるこの土地の様相を確
 認してきた。今回の調査では、中世に属する遺構が数多く検出されたが、同時期に発掘調査の
 行われた塔の腰遺跡や周辺に位置する月記遺跡、大東遺跡、地ノ内遺跡等との関連を考えるこ
 とは不可欠と思われる。また、鎌倉時代創建と伝えられる井岡寺や遠賀神社とどのように関わ
 っていくのか等を今後検討する必要がある。

 2大道下遺跡のまとめ

 後田遺跡の北側に位置する本遺跡は、後田遺跡と同様の目的で調査を行った。遺構集中部分
 1,800㎡を対象とした結果、L字に曲がる溝跡に囲まれるように土坑16基、ピット24基が検出さ
 れた。遺物は整理箱数にして1箱と少なく、遺構の性格や時期については判然としない。SD
 22は、明治26年作製の字切り図においてほぼ同じ方向で溝が認められるため、近代まで機能し
 ていたものと推定できる。また、SD22から出土した漆器椀もこれに並行するものであろう。そ
 の他の土坑・ピットについては須恵器・赤焼土器の小片は認められるものの、近世の遺物も認
 められ、16～17世紀に相当するものと考えられる。平成元年度の調査においては、今次の調査
 に比し多数の遺構が検出されているため、遺跡範囲の東南端に遺構が集中し、中央部は希薄で
 あると推定される。
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 3笹塔婆について

 後田遺跡のSD3において、多量の笹塔婆が出土したことは前述のとおりであるが、「笹塔

 婆」については未だ不明の点が多いため、県内及び全国各地の出土例をもとに出土遺構・用途

 ・時期等について若干の考察を試みたい。

 笹塔婆のような信仰に関する墨書木製品には、主に柿経と塔婆類が認められる。これらの分

 類については『日本仏教民俗基礎資料集成』において、経文を墨書したものを柿経、真言・名

 号・偶文等比較的単純な内容のものを書写しているものを笹塔婆としている。さらに、「文献史

 料の上では、「柿葉」「卒都婆」「卒都婆経」「経木」等と書かれているが、「卒都婆」と呼称して

 いる例が最も多い。ただし、文献の場合には、七十七日や四十九院の塔婆をも卒都婆と呼びな

 らわしているため、これを識別するには史料の文意による以外方法はない。」とつけ加えている

 (3)。これを示唆するかのように、各地の出土報告を見ても統一一された名称はなく、塔婆・卒

 塔婆・板塔婆・呪符・木札等と呼ばれているのが現状である。したがって、今回は名称にこだ

 わらず、五輪塔婆も含めて、真言・名号・偶文等を書写している木製品を表7に取り上げる。

 なお、県内においては、出土例が少ないため柿経の出土例も参考として表5に取り挙げたが、

 表7においては、明らかに柿経と思われるものは除いた。

  表一5山形県内の出土例

      遺跡名山寺(山内)安田'明成寺亀ヶ崎城月記

      所在地山形市山寺立石寺酒田市大字安田字芳岡酒田市豊川字明成寺酒田市亀ヶ崎鶴岡市大字寺田字月記
      調査年19501981197919941990

      遺跡の種別寺集落跡集落跡城館跡集落跡

      出土した遺構ホトケ岩洞窟5-21GIISX2落ち込みSDl溝跡SD3溝跡

     
      墨書南無大日如来ノぐン南無阿弥陀仏「妙法蓮華経」の経文の一部主成献如是得厳他バク法ロロ相ロカ阿弥陀如来他
      時期室町後半～近世鎌倉～室町鎌倉～江戸17～19C中世



 ①県内の出土例(表5)

 県内では、笹塔婆・柿経の出土例は5例である。月記遺跡は後田遺跡と一連の遺跡であるこ

 とは前述しているので、この他に笹塔婆に相当するものは山寺ホトケ岩洞窟と亀ヶ崎城跡の2

 例である。前者は、多量の柿経と笹塔婆が発見されたことにより、石田茂作氏が調査を行って

 おり、現在も山寺秘宝館において展示されている。若干大きめではあるが、後田出土笹塔婆に

 似た様相を呈する(1)(2)。また、亀ヶ崎城跡出土位牌は、上部を圭頭にし、墨で二条の線が引

 かれている。墨書の内容やその形態は笹塔婆に分類されるものと考えられる(28)。なお、今回

 は明成寺遺跡出土笹塔婆は柿経に分類する。

 ②全国の主な出土例(表6)

 全国においては51例を今回取り上げたが、その殆どは1～10点程とわずかな出土である。中

 には百点、千点以上の出土例も認められるが、元興寺極楽坊より発見された笹塔婆の数が最も

 多く、よく集成されているものと言えよう。また、各地域の分布状況は、東北9遺跡、関東3

 遺跡、北陸・東海8遺跡、近畿18遺跡、山陽・山陰5遺跡、九州2遺跡となる。発掘件数にも左

 右されると考えられるが、近畿地方に3分の1以上が分布し、次いで東北、東海地方に多く分

 布している。

 表一6各地出土笹塔婆時期分布表

 “8世紀

 9世紀

 10世紀

 11世紀 12世紀13世紀14世紀
 15世紀16世紀

 17世紀

 18世紀

 19世紀

遺
跡
名



 まとめと考察

 ③笹塔婆の用途について

 笹塔婆の用途については、不明の点が多く未だ断定はできないが、『日本仏教民俗基礎資料

 集成六』において「笹塔婆は、己の生善を願う逆修のためのものもあるが、「為某菩提也」と記

 したものや、日課作善のものにもr為某」としてその命巳に当たると推定される日には数本の

 笹塔婆を余計に作っており、亡者追善の資料が以外に多い。」と記している。これは、現在も死

 者の供養のため回忌毎に墓に建てられる卒塔婆と同じ様なものと言える。また、「餓鬼草子」の

 中の石積塚の図には、供養塔を中心にし両脇に卒塔婆を建て、さらにその周りには無数の小さ

 い卒塔婆が建てられている(25)。

 後田遺跡の南西方約2kmに位置する森山においては、現在でも毎年8月に大施餓鬼供養が

 行われており、周辺各地から参詣者が訪れる。この時供養に使用する塔婆は長さ305㎜、幅49

 ㎜、厚さ1㎜を測る、下端は尖らせていないが上端を五輪塔状にした笹塔婆によく似た形状を

 呈するものである。し'かし、森供養の初現は残念ながら近世に入ってからという事で、後田遺

 跡の笹塔婆に直接結びつけることはできない(12)。

 現在出土している笹塔婆の用途は必ずしも断定できないが、供養塔としてだけでも様々な使

 用方を想定することができる。

 さて、上記のような方法によって供養塔として使用されたとするならば、寺院跡・墓跡から

 の出土が多いと考えられるが、各地の笹塔婆の出土遺跡の種別を概観すると、集落跡17例、寺院

 跡及び墓跡11例、城館跡6例その他18例となる。宮城県瑞巌寺境内出土の154点、和歌山県野田

 地区遺跡の数百点、栃木県法界寺跡の2000点等、寺院跡からの出土量は確かに多いが、遺跡数と

 しては少なく、集落跡や城館跡等からもかなりの数が出土している。これは、寺院跡からの流

 れ込みと考えるよりは、一般集落においても使用されていたことを示すものと考えられる。ま

 た出土遺構については、一遺跡にいくつかの遺構が認められる場合もあるが、溝跡18例、河川

 跡13例、井戸跡6例、土坑5例、池跡3例等となり、溝跡・河川跡がほぼ半数を占める。木製品

 という性質上、これらの遺構が多いことは当然のことであるが、供養方法に何らかの関係があ

 るのではなかろうか。

 表7中に認められる、長さが50～100cm、幅が5～10cmを測る塔婆は、墓に建てて使用したと

 考え大過ないと思われる。しかし、後田遺跡出土笹塔婆のように長さ30cm程、厚さ3㎜程の壊

 れ易い木製品を同様に使用することは難しいと考えられる。『平家物語』には、鬼界ヶ島に流さ

 れた康頼入道が故郷を思い、千本の卒塔婆を海に流したという「卒塔婆流」が記されている

 (24)。死者の供養とは若干意図が異なるが、笹塔婆も溝や河川等に流して供養を行った可能性も

 考えられる。かなり時期は遡るが、律令期には、河川際などで祭祀を行ったことは文献にも記

 されており、そのような状態を想定できる遺跡の確認も年々増加している。中世に入ると、律

 令期のような斉串の出土は減少し、柿経・笹塔婆等仏教に関連するものが増えてくるが、これ

 らも同様に溝や河川に流すことによって供養を行ったという推定も可能なのではないだろうか。

 では、後田遺跡についてはどうであろうか。唯一墓墳と考えられるSK23は平安時代の遺構

 と考えられ、中世に相当する墓墳は検出されなかった。出土した笹塔婆は、その殆どが下端を
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 尖らせているが、土中に刺したような痕跡は認められない。また、下端に朱塗りを施したもの

 も認められることから、下端も見えることを意識して作っているように思われる。以上のこと

 を考え合わせると、墓等に立てる供養塔というよりは、SD3溝跡に笹塔婆を流すことによっ

 て供養を行ったと推定される。

 ④笹塔婆の年代について

 柿経の場合は、平安末から鎌倉時代に流行した仏教の行為であると考えられているが、笹塔

 婆の場合もほぼ同様であるように思われる。溝や河川からの出土がその殆どを占めるため、は

 っきりとした年代を決定することは困難であるが、表6をみると、若干の例外は認められるも

 のの、12世紀を初現とし、13～16世紀までが最も多く認められる。その後、近世には大阪城や西

 大寺等で若干出土しているものの、明らかに減少していく様子が認められる。

 また、出現期にあたる12世紀代には京都府鳥羽離宮跡や岩手県の柳之御所跡等公の施設跡か

 らの出土が目立つが、13世紀以降は集落跡・寺院跡に多く認められるようになる。このことか

 ら、平安末に上層階級の人々によって行われていた供養方法が、中世に入るとともに一般庶民

 へと浸透していったことを想定することができる。

 後田遺跡においては、SD3溝跡より古墳時代から近世という幅広い時期の遺物が確認され

 ているが、珠洲系陶器・青磁・かわらけ等の中世陶磁器がかなり目立っていたため、これらの

 年代観より12世紀末～14世紀という時期を設定した。これは、上記の笹塔婆の年代にも共通す

 るものであり、ほぼ妥当な時期と考えられる。

 以上、笹塔婆について若干の考察を試みたが、なお、宗教上の問題や地域的な偏り等不明の

 点が多く、今後の検討課題としていきたい。
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後田遺跡自然科学分析
 パリノ・サーヴェイ株式会社

 平成7年3月24日

はじめに

 後田遺跡は、出土した遺物から古墳時代から鎌倉時代頃の集落と中世期の墓制を表す遺跡と

 考られているが、時期が明らにされていない溝や土坑なども少なくない。その中で一部の遺構

 には覆土中にテフラと考えられる堆積物が認められている。本報告では、これら堆積物につい

 て分析を行ない、テフラであればテフラの同定をする。それによりテフラの噴出年代との関係

 から遺構の年代について考察する。

 また、本遺跡の特徴である中世期の墓制を示す遺物が多量に出土した河道跡や土坑および溝

 の覆土について花粉分析を行い、当該期の調査地点および周辺地域における古植生について考

 察する。これには、河道堆積物から出土した材片の樹種同定も行うことにより、古植生の補足

 資料とする。

 さらに、これらの覆土については、リンおよびカルシウムの含量を分析する。日本のように

 気候が温暖多雨で、土壌の排水性が良好かつ酸性が強いところでは、土壌中の有機物は分解さ

 れやすく、その水溶成分は土壌中を下方へ流亡してしまう。すなわち、土坑などの遺構に人ま

 たは動物の遺体や骨などが埋納されていたとしても、長期間その形状を保つことは稀である。

 そこで、人を含む動物の骨に多量に含まれ、しかも土壌中を比較的流亡しにくいリン酸(竹迫、

 1981)を分析し、リン酸とともに骨の主成分であるカルシウムについても分析を行うことによ

 り、人または動物の遺体あるいは骨の存在を検証する。

 最後に実際に確認された骨については、その種類や部位を同定し、本遺跡の中世期に関する

 情報とする。

 1.試料

 試料は、SD3溝跡をはじめとして土坑や溝など各遺構の覆土より採取した。試料は全部で19

 点であり、このうちほとんどは土壌試料であるが骨片からなるもの材片を含むものなどもある。

 各試料の試料番号と注記および質を表1に示す。

 Il.テフラの同定

 1.試料の選択

 試料番号7、8、9の3点について分析を行う。これらは、いずれも土層断面における観察

 からテフラからなる堆積物であると考えられている(表1)。

 一1一



 表1分析試料一覧

         試料番号注記試料の質備考TPP-Ca骨W
         1RX93940721大型動物骨大小片100片以上O
         2SD3F4940803大型動物骨中小片50片O
         3一大型動物骨大片数点
         4SD3F4エリア3出土骨大型動物骨小片200片
         5SD3F3940727骨片混じり黒褐色シルト大型動物骨片数点O
         6SD3F4エリア2出土骨骨片混じり土壌小片わずかO
         7B区火山灰SK264940811シルト質砂十和田a純層か?O
         8B区SD278F2火山灰940906砂質土壌十和田a2次堆積か?OO
         9SK29940715砂質土壌軽石?混在O○
         10SK29土940715砂質土壌○
         11STlRP66土器内土壌粘土質シルト土器内の土壌OO
         12SK47F木製品の上R17940720粘土質シルト○O
         13SK47F木製品の上R17940720粘土質シルト
         14SD3F3940728黒褐色土壌材片5～6点混じるOO
         15A区SD3Aトレンチ北壁1層黒灰色砂質シルト耕作土O○
         16A区SD3Aトレンチ北壁II層黒灰色砂質シルト
         17A区SD3Aトレンチ北壁III層黒灰色砂質シルト包含層OO
         18A区SD3Aトレンチ北壁IV層灰色砂質シルト○
         19A区SD3Aトレンチ北壁V層灰色シルト質粘土○

     T:テフラ分析P:花粉分析P℃a:リン・カルシウム分析骨:骨の同定W:材樹種同定

 2.分析方法

 試料に水を加え、小型超音波洗浄装置により分散、上澄みを流し去る。この操作を繰り返す

 ことにより泥物を除去する。得られた砂分を実体顕微鏡および偏光顕微鏡下で観察し、テフラ

 の本質物質である軽石、スコリア、火山ガラスの産状を調べる。さらに、必要ならば火山ガラ

 スの屈折率の測定を行う。これらの観察および測定結果からテフラの同定を行う。なお、屈折

 率の測定は、新井(1972)に示された浸液法に従って行う。

 3.結果

 各試料の分析結果を表2に示す。3点の試料のうちB区SK264F(試料番号7)には多量の細砂

 ～極細砂径の火山ガラスが含まれる。火山ガラスは、薄手平板状のいわゆるバブル型と気泡の

 長く伸びたものが集まった繊維束型およびスポンジ状に発泡した軽石型の3形態が混在する。

 この中では、繊維束型と軽石型が非常に多く、バブル型は少量であった。また、どの形態の火

 山ガラスもほとんどは無色透明であるが、微量の褐色のものも含まれる。火山ガラスの屈折率

 は、nl.500～1.505であった。

 B区SD278F2(試料番号8)は火山ガラスが微量認められたのみで、SK29(試料番号9)にはス

 コリア、火山ガラス、軽石のいずれも全く認められない。どちらも黒雲母の細片を多く含み砂

 分のほとんどは長石や石英粒である。また、SK29(試料番号9)で軽石と指摘されたものは、軽

 石ではなく、かなり風化の進んだ貝殼片あるいはサンゴのようなものである。



  表2テフラ分析結果
       試料番号スコリア火山ガラス軽石

       量色調・発砲度最大粒径量色調形態量色調・発砲度粒径

       789一一一十十十十十一cl〉〉brpm〉〉brclpm,br一一一
   ++++:多量+++:中量++:少量+:微量一なし
   cl:無色透明br:褐色pm:軽石型bw:バブル型
   W:白色9:良好

 4.考察

 B区SK264F(試料番号7)に認められた火山ガラスは、町田ほか(1981)、Araiet.al.(1986)、町

 田・新井(1992)等の記載から、十和田カルデラ(To-a:町田ほか,1981;町田・新井,1992)に由

 来すると考えられる。To-aは、A.D.915年に十和田カルデラから噴出したテフラで、東北地方

 一帯で認められている。(町田・新井,1992)。B区SK264F(試料番号7)が採取された堆積物は、

 土坑の覆土中であることと火山ガラスの多さから、降灰時に土坑覆土上に堆積したものが、あ

 る程度の撹乱は受けたにしても、そのまま覆土中に保存されたものと考えられる。したがって、

 SK264土坑は、To-a降灰以前に構築された可能性が高い。

 B区SD278F2(試料番号8)に認められた火山ガラスは、形態的な特徴からTo-aに由来する

 と考えられる。しかし、試料の採取された堆積物は、溝の覆土であることとテフラとは由来の

 異なる砕屑物(黒雲母の細片や石英粒など)が多いことから、To-aの一次降下堆積物ではない。

 おそらく、降灰後にある時間間隙をもって周囲より取り込まれて溝内に堆積したものと考えら

 れる。ただし、その場合でも、溝はTo-a降灰以前に構築されてうたと考えられる。

 試料番号9の採取されたSK29土坑については、テララが検出されなかったことから、本分析

 では時期の推定はできない。

 Hl.古植生の推定

 1.試料の選択'

 花粉分析の試料は、遺物の出土状況から中世期のものと考えられる河川跡、溝、土器内、土

 坑の覆土と中世期の包含層を含む自然堆積層の合計9点を選択した。選択した試料は表1に示

 す通りである。またSD3F3(試料番号14)から抽出した材片5点について樹種同定を行う。

 2.分析方法

 (1)花粉分析

 花粉・胞子化石は、湿重約10gの試料について水酸化カリウム処理、重液分離(臭化亜鉛、比重

 2.2)、フッ化水素酸処理、アセトリシス処理(無水酢酸:濃硫酸二9:1)の順に物理・化学的な処

 理を施して、試料から分離・濃集する。処理後の残渣をグリセリンで投入してプレパラートを



 作製した後、光学顕微鏡下でプレパラート全面を走査しながら、出現する全ての種類について

 同定・計数を行う。

 結果は同定・計数結果の一覧表および花粉化石群集の層位的分布図として表示する。図中の

 出現率は、木本花粉が木本花粉総数を、草本花粉・シダ類胞子が総花粉・胞子数より不明花粉

 を除いた数をそれぞれ基数とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類を、ハイフォ

 ン(一)で結んだものは、種類間の区別が困難なものである。

 (2)樹種同定

 剃刀の刃を用いて、試料の木口(横断面)・柾目(放射断面)・板目(接線断面)の3断面の徒手切

 片を作製し、ガム・クロラール(抱水クロラール・アラビアゴム粉末・グリセリン・蒸留水の混

 合液)で封入し、プレパラートを作製する。作製したプレパラートは、生物顕微鏡で木材組織の

 特徴を観察し、種類を同定する。

 3.結果

 (1)花粉化石

 結果は、表3・図1に示す。SD3F4(試料番号6)・SD31層(試料番号15)では、花粉化石

 の保存状態が悪い。特にSD3F4(試料番号6)では、検出固体数も少ない。

 木本花粉化石の出現傾向は、SD3F4(試料番号6)・B区SD278F2(試料番号8)・SK47F(試

 料番号12)・SD3F3(試料番号14)・SD3V層(試料番号19)とSD31層(試料番号15)・SD3皿

 層(試番号17)・SD31V層(試料番号18)で異なる。前者ではブナ属が最も高率に出現するこの

 他、マツ属・スギ属・ハンノキ属・コナラ属コナラ亜属・ニレ属一ケヤキ属などを伴う。これ

 に対して後者では、マツ属が最も高率に出現し、スギ属・ハンノキ属・ブナ属・コナラ亜属・

 ニレ属一ケヤキ属などを伴う。なお、マツ属は単維管束亜属に比べ、複雑管束亜属が多く検出

 される傾向にある。

 一方、草本花粉は、全試料を通じて総花粉・胞子数の中で占める割合が高い。中でもイネ科

 が最も高率に出現し、カヤツリグサ科・クワ科・サナエタデ節一ウナギツカミ節・ナデシコ科・

 ヨモギ属などを伴う。この他、サジオモダカ属・オモダカ属・ミズアオイ属・ソバ属・キカシ

 グサ属サンショウモなどが検出される。

 (2)樹種

 5点の試料は、ハンノキ属が1点、広葉樹(散孔材)が4点である。この内、広葉樹(散孔材の

 4点は、いずれもハンノキ属よりは大型の木材が割れたものであり、全て同一固体に由来して

 いる可能性が高い。以下に、各種類の解剖学的特徴などを記す。

 ・ハンノキ属(Alnussp.)カバノキ科
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  表3花粉分析結果
          種類(Taxa)6811121415171819
          木本花粉
          モミ属010001010
          ツガ属120122510
          トウヒ属000010020
          マツ属単維管束亜属34051535204
          マツ属複維管束亜属3160473832275
          マツ属(不明)7200141175486427
          スギ属71909924172617
          イチイ科一イヌガヤ科一ヒノキ科010110002
          ヤナギ属000000010
          サワグルミ属620050003
          クルミ属131250242
          クマシデ属一アサダ属3918327913
          カバノキ属230320240
          ハンノキ属29250171119112121
          ブナ属11573713013124393081
          コナラ属コナラ亜属19400151412282232
          クリ属210011211
          ニレ属一ケヤキ属1112128717107
          エノキ属一ムクノキ属000100000
          キハダ属100110000
          ウルシ属010010001
          モチノキ属200030000
          カエデ属000010020
          トチノキ属100000000
          ブドウ属000010010
          ツタ属100000000
          シナノキ属000010101
          グミ属000010001
          ウコギ科000100002
          ミズキ属000010000
          ツツジ科100000001
          トネリコ属000010000

          タニウツギ属0“00012100-----------一-昌-一一---一----一層一一一一一一一一一一一一一一-----昌-昌尋一骨昌一一一一一一一,一一一一一一一^一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一-一層一一一一一一一一喜_一一一__一_一_______一一,草本花粉
          ガマ属000011000
          サジオモダカ属110110002
          オモダカ属300210111
          スブタ属010000000
          イネ科33110382224752237571091735969
          カヤツリグサ科22191504032341480
          ホシクサ属000000002
          イボクサ属000010010
          ツユクサ属110160000
          ミズアオイ属7604308219
          ユリ科000010000
          アヤメ科近似種000000001
          クワ科3204112323
          ギシギシ属100000000
          サナエタデ節一ウナギツカミ節4018021171322917
          タデ属'010000000
          ソバ属0401041030
          アカザ科1004103115
          ナデシコ科120731116
          カラマツソウ属000002100
          キンポウゲ科200010001
          アブラナ科000500208
          バラ科300001001
          マメ科010211100
          ツリフネソウ属100000000
          ミソハギ属110001100
          キカシグサ属1201112014
          アリノトウグサ属09000201131
          セリ科6100839943
          シソ科110、100000
          オオバコ属000000100
          オミナエシ属000100010
          ヨモギ属31123051238192373
          他のキク亜科230213113

          タンポポ亜科150001360一喜--一-----------一-一一一一--一一一一---一一一一一一一--一尋一-一一一---昌r一一一一一一一一一幅一一一一一昌し一一一一一一一一一一一層一一一一______一___層一一一一一一ロi_一_______一一一_____不明花粉1814014913251228-----昌,『一昌-昌一一一一一一暑---一層一一一層一--層層一一『燭¶一一一一一一-一昌--一昌i----一雫-昌--暑-------昌一一一一一一一r一ロー一一一一一帰一一一-一一一一一一`一一_一_____層一一一一_______rシダ類胞子
          サンショウモ100010110
          他のシダ類胞子1388342451250337247101235

          合計
          木本花粉21523210214238210217246221
          草本花粉460124823271532886012228071209
          不明花粉1814014913251228
          シダ類胞子1398342451251337248102235
          総花粉・胞子数(不明を除く)81415637533808171407168711551665



 試料は樹皮がついた小径の枝で、2年分の組織が観察できる。散孔材で、管孔は単独もしく

 は放射方向に2～4個が複合する。道管は階段穿孔を有し、壁孔は密に対列状に配列する。放

 射組織は同姓、単列、1～20細胞高のものと、2～3列で40細胞高の組織がやや集合状となる。

 ・広葉樹(散孔材)

 中型の道管が年輪界に一様に分布し、道管径は晩材部に向かって漸滅する。道管は単独もし

 くは2～6個が複合する。道管の穿孔および壁穴は観察できないが、放射組織と道管が交差す

 る部分の壁穴は粗いふるい状となる。放射組織は異性II型、1～4細胞幅、1～30細胞高。

 4.考察

 (1)花粉化石群集の特徴

 今回、得られた花粉化石群集は、2つに区分される。1つは、V層および各遺構埋積物がこ

 れに相当し、ブナ属が多産することが特徴である。もう1つは、IV層～1層がこれに相当し、

 マツ属が多産することが特徴である。このように花粉化石群集は、ブナ属が多産する群集から

 マツ属が多産する群集へ変化することがよみとれる。ただし、同じ中世期の遺物を包含するIII

 層と各遺構の埋積物とで異なる群集となっているために、この群集の変化する時期を特定する

 ことはできない。どちらの堆積物にも後代の撹乱の影響や再堆積などの過程が考えられる。今

 後、堆積層が良好に認められる場所において、花粉化石群集の変遷様式を層序学的に検討する

 ことにより、本分析の課題も明らかにされるであろう。一

 (2)周辺植生

 中世期を挾むある時期からある時期までは、調査地点の周辺はブナ属を中心として、コナラ

 亜属やハンノキ属などから構成される植生であったと考えられる。このうち、花粉化石が最も

 高率に出現するブナ属は現在の植生で冷温帯林の代表的な森林構成種であるbこれより、周辺

 地域は現在でいう冷温帯落葉広葉樹林と類似した植生であったと考えられる。ところで、SD3

 溝跡より検出された材化石はハンノキ属であり、最外部年輪の形成状況から晩夏～冬の問に成

 長を止めた2年生の枝であると判断される。このように比較的若い枝が溝跡内部に堆積してい

 ることからSD3溝跡の付近にはハンノキ属が生育していた可能性がある。またサワグルミ属・

 クルミ属・クマシデ属一アサダ属・ニレ属一ケヤキ属など湿った環境に生育する種類を含む分

 類群が検出されることから、これらの種類が低地に生育していた可能性がある。その後、周辺

 地域ではマツ属を中心とした植生に変化したと考えられる。日本各地で認められている縄文海

 進最盛期以降のマツ属花粉化石の増加は、その原因として人間の植生破壊によるマツ二次林の

 増加が指摘されている(塚田,1981)。ここでのマツ属の多産も、後述するように低地で畑作が概

 に実施されていた可能性が高いことを考慮すると、人間の活動が著しくなったために二次林が
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 周辺に成立したことを反映していると考えられる。

 一方、森林植生の変化した時期に関わらず、調査地点の周辺は、主にイネ科を中心にカヤツ

 リグサ科・クワ科・サナエタデ節一ウナギツカミ節・アカザ科・ナデシコ科・ヨモギ属などの

 草本類が生育しており、比較的開けていたと考えられる。また、畑作植物とされるソバ属が検

 出されることから、周辺の微高地上などではソバ栽培などの畑作が行われていた可能性がある。

 そして溝内部あるいはその導水路などには、サジオモダカ属・オモダカ属・ミズアオイ属・キ

 カシグサ属・サンショウモなどの水湿生植物が生育していたと考えられる。

 IV.リン・カルシウム分析

 1.試料の選択

 試料は、墓墳と考えられる土坑覆土3点〔SK29(試料番号9・10)、SK47(試料番号12)〕と墓墳

 に関わると考えられる土器内の土壌1点〔STlRP66(試料番号11)〕および骨片混じりの溝堆

 積物〔SDF3(試料番号5)〕、耕作土〔SD31層(試料番号15)〕、中世の遺物を包含する自然堆

 積層〔SD3111層(試料番号17)〕各1点ずつの合計7点である。なお、SD3F3(試料番号5)、

 SD31層(試料番号15)、SD3皿層(試料番号17)の3点は含量対比のための対照試料である。

 2.分析方法

 リン、カルシウムの測定は、土壌標準分析・測定法委員会(1986)、土壌養分測定法委員会

 (1981)、京都大学農学部芸化学教室(1957)などを参考として、以下の操作工程で行った。

 試料を風乾後、軽く粉砕して2.0㎜の節を通過させる(風乾細土試料)。風乾細土試料の水分を

 加熱減量法(105。C、5時間)により測定する。風乾細土試料2.00gをケルダールフラスコにとり、は

 じめに硝酸(HNO3)5認を加えて加熱分解する。放冷後、過塩素酸(HC10、)10m2を加えて再び加熱

 分解を行う。分解終了後、蒸留水で、100並に定容してろ過する。ろ液の一定量を試験管に採取

 し、リン酸発色液を加えて分光光度計によりリン酸(P205)濃度を測定する。別にろ液の一定量を

 試験管に採取し、干渉抑制剤を加えた後に原子吸光光度計によりカルシウム(CaO)濃度を測定

 する。これら測定値と加熱減量法で求めた水分量から乾度あたりのリン含量(P、05mg/g)とカル

 シウム含量(CaO㎎/g)を求める。

 3.分析結果

 結果を表4に示す。以下に各試料の結果を述べる。

 ・SD3F3(試料番号5)

 リン酸含量は、14.64P205㎎/gと下記の対照試料より著しく高い値を示したが、カルシウム含
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 量は、4.02CaO㎎/gであり、下記の対照試料と同じ値を示した。

 ・SD31層・Hl層(試料番号15・17)

 リン酸含量は、SD31層(試料番号15)が2.29P205㎎/g、SD3111層(試料番号17)が1.44P205㎎/

 g、カルシウム含量は、SD31層(試料番号15)が6.42CaO㎎/g、SD3111層(試料番号17)が2.92

 CaO㎎/gを示した。試料番号17の採取された自然堆積物のIII層に比べ、試料番号15の採取された

 耕作土の1層はリン酸、カルシウム含量が高い値を示す。

 ・SK29(試料番号9・10)

 リン酸含量は、試料番号9でLO5P205㎎/g草灰質の試料番号10で0.97P205㎎/gであり、対照試

 料とほぼ同じ値であった。

 カルシウム含量は、試料番号9で48.57CaO㎎/g、試料番号10で4.13CaO㎎/gであり試料番号9

 では1層やIII層の試料よりも著しく高い値を示した。

 ・STIRP66(試料番号11)

 リン酸含量は、1.80P205㎎/g、カルシウム含量は3.49CaO㎎/gであり、lll層の試料とほぼ同じ

 値を示した。

 ・SK47F(試料番号12)

 土坑覆土のリン酸含量は0.89P205㎎/g、カルシウム含量は3.55CaO㎎/gであり、llI層の試料と

 ほぼ同じ値を示した。

  表4リン・カルシウム分析結果

      試料番号リン酸含量P205㎎/9カルシウム含量CaO㎎/9土色・土性備考
     514.644.022.5Y3/2.5黒褐～暗オリーブ褐・LSG3河川跡堆積物(動物骨片、白色物質混在)
     91.0548.572.5Y4/2暗灰黄・LSK29覆土(白色物質混在)
     100.974.132.5Y2/1黒・LSK29覆土(草炭質)

      111.803.492.5Y4/3オリーブ褐・CLST1RP66土器内土壌1』距面1      120.893.5512.5Y3/1黒褐・CL1智SK47F土坑覆土
      152.296.422.5Y3/3オリーブ褐・CLSD31層(耕作土)』      171.442.9212.5Y3/3オリーブ褐・CLSD3III層(包含層)

  注.(1)土色:マンセル表色系に準じた新版標準土色帖(農林省農林水産技術会議監修,1967)による。
  (2)土性:土壌調査ハンドブック(ペドロジスト懇談会編、1984)の野外土性の判定法による。CL…埴壌土(わず

  かに砂を感じるが、かなりねばる。)
  L…壌土(ある程度砂を感じ、ねばり気もある。砂と粘土が同じくらいに感じられる。)



 4.考察

 土壌中に本来含まれるリン酸量、いわゆる天然賦存量についての報告事例(Bowen,1983;Bolt

 Bruggenwert,1980;川崎ほか,1991;天野ほか,1991)によれば、天然賦存量の上限は約3.OP205㎎/

 g程度と推定され、また、人為的な影響を受けた既耕地では5.5P205㎎/g(黒ボク土の平均値、川

 崎ほか,1991)という報告例が有る。これまでの当社における分析調査では、6.OP205㎎/g前後の

 値を越える場合には骨片が混在していることもあり、人骨によるリン酸富化であることが明ら

 かに認められている。一方、カルシウム含量の天然賦存量は普通1～50CaO㎎/g(藤貫,1979)とさ

 れるが、その範囲はリン酸よりも明らかに大きい。したがって、これを著しく越える数値が得

 られた場合にはカルシウムの富化を確実に指摘できるがこのようなケースはごくまれである。

 今回の分析結果では、SD3F3(試料番号5)でリン酸含量が、SK29(試料番号9)でカルシウ

 ム含量が著しく高い値を示し、リン酸、カルシウムの局所的な濃集が認められる。ただし、こ

 れらの濃集は、両試料ともに認められた白色物質の存在による可能性がある。本分析では、そ

 れらの物質の成分を調査するためにX線回析を行った。その結果、SD3F3(試料番号5)に混

 在する物質はリン酸第一鉄(藍鉄鉱)であり、SK29(試料番号9)に混在する物質は炭酸カルシウ

 ムおよび水酸化カルシウム(消石灰)であった。リン酸第一鉄については、同じ試料中に多くの骨

 片が出土していることから、堆積時あるいはその後の環境条件によって骨から流亡したリン酸

 が土壌中の鉄分と再結晶して生成された可能性も考えられる。炭酸カルシウムについては、主

 成分が炭酸カルシウムである貝殻やサンゴに由来するものかまたは、骨から流亡した成分が再

 結晶したことなどが考えられる。ただし、骨から流亡したものであれば、同時にリン酸含量も

 高い場合が多いはずである。今回の結果では、SK29(試料番号9)のリン酸含量は低い値である

 といえるから、カルシウムが骨起源である可能性は低いといえる。また、水酸化カルシウムに

 ついては、一般的には工業的に生産されるものであり、自然環境下で生成される可能性は低い。

 本分析で認められた水酸化カルシウムが人為的なものであるとしても、現時点ではその由来は

 わからない。今後、類例の調査等により検討する必要がある。

 以上、本分析では土坑覆土および土器内土壌ともにリン酸とカルシウムの局所的な濃集は認・

 められず、両成分を多く含む物質の痕跡は指摘できない。したがって、これらの遺構または遺

 物が墓制に関わるものであったことを支持する結果は得られなかったといえる。

 一10一



 V.骨の同定

 1.試料の選択

 試料は、土坑状遺構RX93(試料番号1)および溝跡SD3F4(試料番号2)の2ケ所の遺構から

 検出された骨片多数である。土壌と混在した状態で6袋あり、その内2袋を選択した。他の試

 料は細片化すぎて同定試料に不敵であった。但し、試料番号3は所属が不明なため、同定試料

 の対象としなかった。試料の詳細および当社で観察した状態を表5に示した。

 表5骨同定試料一覧

    番号*採取場所他試料の状況(観察所見)同定対象
    1RX93940721大型動物骨。大・小片くずれて100片以上。○
    2SD3F4940803大型動物骨。中～小片くずれて50片くらい。○
    3ラベルなし大型動物骨。大片数点。
    4SD3F4エリア3大型動物骨。小片くずれて200片以上。
    5〃土壌中にわずかに骨の小片混る。
    6SD3F4エリア2土壌中にわずかに骨の小片混る。

 *便宜上、当社にて付した。

 2.方法

 試料番号1・2の同定試料は、水洗選別を行い、土壌分を除去した。得られた骨一は、同定

 可能と判断したものを対象に同定する。

 3.結果

 結果は、試料番号毎に以下に述べる。

 1)試料番号1(RX93)

 一括して取り上げられているが二つの部位なるものである。

 ・ウシBostaurusの角突起部

 本標本は現長90㎜、径35×25㎜(元の部分で推定)の断面楕円形を呈するもので、先に行くほど

 細くなっている様子からウシの角突起と推定される。本来もう少し脹らみのあるものであるが

 押しつぶされている様子が窺われる。元はこれよりもやや長いものであったはずである。雌の

 固体で、骨質が弱いところがらまだ若い個体のものではなかったかと思われる。

 ・ウシBostaurusもしくはウマEquuscaballusのような大型獣類の四肢骨片である。破損

 がはげしく部位を確認できる程度に修復することはできなかった。大腿骨あるいは脛骨のよう

 な骨で、骨質の薄いところがら若い個体ではなかったかと推測される。

 2)試料番号2(SD3F4)



 ウシBostaums若しくはウマEquuscaballusと思われる大型獣類である。骨は著しく破損

 していたが、同一の骨のものと思われる。もう少し原状が残されて採取されていれば、多少な

 りとも復元も可能であったが、現状では部位を確認できる程度の復元はできなかった。部位と

 して推定されるのは擁骨のような骨ではないかと考えられる。
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 図版1試料中の砂分の状況および火山ガラス

 L砂分の状況(試料番号7)  2.砂分の状況(試料番号8)

 3.砂分の状況(試料番号9)  4.火山ガラス(試料番号7)



 図版2花粉化石(1)

 1.マツ属複維管束亜属(試料番号8)  2.スギ属(試料番号8)

 3.ハンノキ属(試料番号8)  4.ブナ属(試料番号8)

 5.コナラ属コナラ亜属(試料番号8)



 図版3花粉化石(2)

 6.サジオモダカ属(試料番号12)  7.イネ科(試料番号8)

 8.カヤツリグサ科(試料番号12)  9.ミズアオイ属(試料番号8)

 10.クワ科(試料番号12)  11.ソバ属(試料番号17)



 図版4花粉化石(3)

 12.アカザ科(試料番号12)  13.キカシグサ属(試料番号19)

 14.アリノトウグサ属(試料番号15)  15.サンショウモ(試料番号17)



 図版5試料番号14中の木材

 Lハンノキ属
 2.広葉樹(散孔材)
 a:木口,b:柾目,c:板目
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